
ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
も
う
す
ぐ
丸

二
年
に
な
り
ま
す
。
認
定
を
受
け
て
い

る
大
も
徐
々
に
増
え
て
、
1
2月
末
現
在

で
五
千
九
百
五
十
一
人
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
約
五
千
人
の
大
が
何
ら
か

の
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

認
定
を
受
け
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
大
や
ま
だ
認
定
を
受
け
て

い
な
い
大
も
、
自
立
し
た
生
活
を
お
く

る
手
助
け
や
家
族
の
介
護
の
負
担
を
少

な
く
す
る
た
め
に
も
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

固
介
護
支
援
課
恩

’一
・
7
3
7
0

次

の
よ
う

な
こ
と
で
困

っ
て

い

ま
せ

ん
か
。

・

足

腰

が
弱

く

な

っ

て

き

て

家

事

が

ま

ま

な

ら
な

く

な

っ

て

き

た

け

れ

ど

、
家

族

に

こ

れ

以

上

負
担

を

か
け
た

く
な

い
。

・

週

に

一
度

、
家

族

に

き

て

も

ら

っ

て

お
風

呂

に
入

れ
て

も

ら

っ

て

い
る

け

れ

ど

、
本

当

は

も

っ

と

お
風

呂

に
入

り

た

い

。

一

家

族

だ

け

で
介

護

し

て

き

た

け

れ

ど

、
家

族

み

ん

な
が

疲

れ

き

っ

て
し

ま
っ

た

。

・

か

ら

だ
が

弱

っ

て

き
た

ひ

と通所介護（デイサービス）を利用して楽しむ皆さん

り

暮

ら

し

の

親
の

生

活

の
手

助

け

を

し
て

ほ

し

い
。

介

護
保
険
で
は
、
認
定
を
受
け

た
人

が
、
希
望
す

る
サ

ー
ビ
ス
を

要
介

護
度
に
応
じ
て
定

め
ら
れ
た

支
給
限
度
額

（
左
表
）

の
範
囲
内

で
、
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
利
用

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

要介護度
1ヵ月で

支給限度額 自己負担額(1割)

要支援 61,500円 6,150円

要介護１ 165,800 16,580

要介護２ 194,800 19,480

要介護３ 267,500 26,750

要介護４ 306,000 30,600

要介護５ 358,300 35,830

ま
ず
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
介

護

や
家
事

の
手
助

け
を

す
る
訪

問

介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
や
日
帰

り

の
施
設
に

通
い
食
事
や
入
浴

・

機

能
訓
練
な

ど
の
介
護

を
受

け
る

通
所
介
護

（

デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）
な

ど
の
サ

ー
ビ
ス
か
ら
利
用
し

て
み

て

は
い
か
が
で
し

ょ
う

か
。

※
認
定
を
受
け
て

い
な
い
と
介
護

保

険
の
サ

ー
ビ
ス
は
利
用

で
き

ま
せ

ん
。
ま
だ
認
定
を
受

け
て

い
な

い
人

は
申
請
し

て
認
定
を

受
け

る
必
要

が
あ
り

ま
す
。

◆

相

談

窓

口

一

介
護

支
援
課
（
市
役
所
本
館
一

階
）
一
各

在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ

ー◆

申

請

受

付

窓

口

一

介
護

支
援
課
一

各
支
所
一

各
保

健
福
祉

セ
ン
タ
ー

短

期
入

所

サ

ー
ビ

ス

の
利

用

は

。

一
ヵ

月

の

支

給

限

度

額

と

は

別

に

日

数

の

上

限

が
決

め

ら

れ
て

い
ま

し

た

が

、

１

月

か

ら

は

Ｉ
ヵ

月

の

支
給

限

度

額

の

範

囲

内

で
利

用

で

き

る
よ

つヽ
に
な

り
ま

し

た
（
左

表

）
。

短期入所サービス利用可能日数

要介護度

平成13年

12月まで

平成14年

1月から

6ヵ月で 1ヵ月で

要支援 ﾜ日 6日

要介護１ 14 16

要介護２ 14 18

要介護3 21 24

要介護4 21 27

要介護５ 42 30

※
訪
問
介
護
な
ど
の
在
宅
サ

ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、
短
期

入

所
の
利
用
日
数

が
少
な
く

な

り

ま
す
。

こ

の
こ

と
に
伴

い
、
現
在

認
定

を
受
け

て

い
る
人
（
更

新
等

の
申

請
中
の
人
を
除
ぐ
）
に

新
し

い
被

保
険
者
証
を
送
付
し
ま
し

た
。
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
は

新
し

介

護

保

険

料

の

軽

減

と

在

宅

サ

ー

ビ

ス

の

費

用

の

助

成

介
護
保
険
料

の
負

担
を
軽
減
す

る
制
度
と
介
護
保

険
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し

や
す
く

す
る
制
度

を
紹
介
し
ま
す

。

介

護

保

険

料

助

成

制

度

内

容
・：
納
め
て

い
た

だ

い
た
保
険

料
の
二
分

の
一
を
助
成

対

象
…
保
険
料

の
所
得
段

階
が
第

一
お
よ

び
第
二
段

階
の
人
で
、
属

す

る
世
帯

の
収
入
額

が
生
活
保
護

基
準

の

∵

二
倍
以
内

の
人

対
象
期
間
：
助

成
制
度

の
申
請
を

し
た
月

か
ら
助
成

平

成
1
3年

度
か
ら
新
規
に
実
施

し

て

い
る
サ

ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま

す
。
軽

度

生

活

援

助

事

業

内
容
・
：
軽
易

な
日
常
生
活

の
援
助

（
ガ
ラ
ス

ふ
き
、

草
刈

り

、
家

具

の
移

動
な
ど
）

対
象
・
：
お
お
む
ね
七
十
五

歳
以

上

の
単

身
世
帯

お
よ
び
高
齢
者
仕
帯

、

四

十
歳
以
上
で
介
護
保
険

該
当

の

単
身
世
帯

費
用
…
一
時
間
百
円

提
供
内
容
…
月
一
回
、
一
時
間
（
援

助
の
内
容
に
よ

っ
て

は
二

時
間

ま

で
可
能
）

※
ミ
ニ
援
助
券
を
交
付

介

護

用

品

支

給

事

業

内
容
・
：
紙

お
む
つ
等

の
支
給

対
象
…
介

護
保
険
で
要
介

護
３
～

５
と
認
定
さ

れ
、
常

時
お
む
つ
を

使
用
し
て

い
る
在
宅

高
齢
者
を
介

護
し
て

い
る
家
族

提
供
囹
蕈

…
市
民
税
非
課
税
世

帯

要
介

護
４

・
５

＝
月
六
千
円
相

当
、

要
介
護
３

＝
月
三
千
円
相

当

一

市
民
税
課
税
世
帯

要
介
護
３
～
５

＝
月
三
千
円

相
当

※
紙
お
む

つ
等
支
給

券
を
交
付

居

宅

サ

ー

ビ

ス

利

用

者

負

担

金

助

成

制

度

内

容
：

介

護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
で
、

訪
問
介
護

・
訪

問
人

浴

・
通
所
介

護

・
通
所

リ
（

ビ
リ
の
利
用
者

負

担
分
自
己
負
担
分
＝
一
〇
％
）
の

う
ち
七
割

を
助

成

対
象
：
市

内
に

居
住
し
右
記
サ

ー

ビ
ス
を
利

用
し

て

い
る
人
で
、
属

す

る
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
人
対

象
期
間

…
助

成
制

度
の
認
定

を

受
け

た
月

か
ら
助
成

固
高
齢
者

福
祉
課

登
巓
・
７
３
４

平
成
1
4年
度

生
き
も
の
調
査
員
を
募
集

生
き
も
の
調
査
員
と
は
市

内
の

環

境
を
総
合
的
に
評

価
す

る
た
め
、

市

内

を
六

十
五

の
区

域

に
分

け
、

区

域
ご
と
に
調
査
員
を
置
き
、
区

域
内
で
見

ら
れ

る
生
き

も
の
を
観

察

・
記
録

し
て
報
告
し

て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

継
続
し
た
生
き
も

の
調
査
を
行

う

た
め
に
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
で
調

査
に
協
力
し
て

い
た
だ
け

る
人
を

募
集
し
ま
す

。

調
査
期
間
…
平
成
1
4
年
４
月
～
平

成
1
5年

３
月

活

動
内
容
・
：
鳥
や
昆
虫
類

の
観
察

対
皐

：
中

学
生

以
上
の
市

回

仕
住

の
人
募
集
調
査
区
域
：
左
表
の
と
お
り

圃
２
月
2
2日

次
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
環

境
計

画
課
管
理
係

（

昔
3
6
6
・
７

３

３
１

、
市

役

所
新

館

六
階
）
へ

地区ＮＯ 調　査　周　辺　区　域

11 旭町・旭町中・西馬榲

13 幸谷・幸谷小・三ヶ月・二三ヶ丘公園

33 古ヶ幃・竹ヶ花・北部小・市役所

34 南花島・下荻公園・上本郷駅

35 上本郷・松戸新田・市立病院

44 胡録台・野菊野・南部市場

52 二十世紀が丘 谺口名ヶ谷・大橋小

61 大橋・秋山・県立秋山高校

人口と世帯

人口　468,337 人 ［＋　122］

男236,032 人 ［＋　52 ］

女232,305 人 ［十　70 ］

世帯　186,561 世帯［十　83 ］

い
被
保
険
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。

坂川( 松戸神社付近)を観察する生きもの調査員

山田正豊さん

募集調査区域
主な内容

市・県民税の申告はお早めに
3月定例市議会開催予定　　 ②

「赤い救急隊（赤救）」発隊

おはなしキャラバン定期公演③
国民年金特集　　　　　　④⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦

※平成12年国勢調査の確定値を基準とし
て集計 し た常住 人口 です。

市
役
所
へ
は
電
車
・
バ
ス
で

介
護
保
険

在宅サービスの支給限度額

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
は
市
役
所
駐
車
場
は
大
変
混
雑
し
ま

す
。そ
の
た
め
周
辺
道
路
に
も
渋
滞
が
発
生
し
、
他
の
一
般
通
行
車

両
に
も
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

市
役
所
へ
は
電
車
・
バ
ス
等
で
来
庁
ぐ
だ
さ
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

朧
管
財
課
庁
舎
管
理
係
豊
3
6
6
・
7
3
1
6



２
月
1
8
日
(
月
)
～
３
月
1
5
日
(
金
)
で

受
付
日
時
…
２
月
1
8
日
(
月
)
～
３
月

1
5
日
(
金
)
、
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後

５

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
ぐ
）

受

付

場
所
：
市

役
所
本
館
二

階
大

会

議
室

・
各
支
所

（
た
だ
し
３
月

１
日
(
金
)
か
ら
常
盤
平
・
新
松
戸
・

小

金
原
支
所
は
市
民
セ

ン
タ
ー
に

な
り

ま
す
）

申
告
を
す
る
人

…
平

成
Ｈ
年
１

月

１
日
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
て
、

平

成
1
3年

中
に
所
得

が
あ
っ
た
人

や
退

職
し
た
人
な
ど

申告はお早めに

※
所
得

が
な
く
、

ど
な

た

の
扶
養
に

も
な

っ

て

い
な

い
人

も
、

申

告

が
必
要
で
す

。

申
告
を
し
な
い
と
、

各

種
手

続
き
に
必
要

な
証
明
書
等

の
交
付

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
告
を
し

な
く
て
も
よ

い
人
…
給
与
所
得

の
み

で
、
勤
務
先

か
ら
給
与

支
払
報
告
書

が
市

役
所

に
提
出
さ

れ
、

住
民

税

が
天
引
き
さ
れ
る
人
（
勤

務
先
で
確
認
し

て
く

だ

さ

い
）
・
所

得
税

の

確

定
申
告
書
を
提

出
す

る

人※
給
与
所
得
以
外

の
所

得
が
二

十

万
円
以
下

の
人

は
、
確

定
申
告

の
必
要

は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
市

・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

準
備
す

る
も
の
・
：
収
支

の
分
か

る

帳
簿
な

ど
・
源

泉
徴

収
票

・
給
与

支
払
明
細
書

・
支
払

調
書
な
ど

・

1
3年

甲
に
支
払

っ
た
健
康
保
険
料

・
国
民
年

金
保

険
料

・
生
命
保
険

料

・
損
害

保
険
料

・
医
療
費
な
ど

の
領
収
書
ま
た

は
証
明

書

・
印
鑑

・
配
偶
者

の
収
入

が
分
か
る
も
の

※
郵
送
に

よ
る
申
告
も
受

け
付
け

ま
す

が
、
申

告
書

に
必
ず
電
話

番
号

登
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
控

え

が
必
要
な
人
は
、
返
信
用
封

筒
に
切
手
を
張

っ
て
同

封
し
て

く
だ
さ

い
）
。

※
期
間
中

は
駐

車
場

が
大

変
混
雑

し
ま
す

。
車

で
の
来
庁
は
ご
遠

慮
ぐ
だ

さ
い
。

圈
市
民
税
課

昔
3
6
6
・
7
3
2
2

３月定例市議会開催予定
平成1∠卜年松戸市議会3 月定例会は、3月１日銜から26 日火

まで開催される予定です。

請願・陳|齊は、2月20 日収午後ら畤までに提出してくださ

い。なお、提出に際しては、趣旨を騷潔に記載し 、提出して

ください。

※傍聴される際は、日程をあらかじめ確認してください。

団市議会事務局議事課登366-ﾜ382

償却資産の申告は
お済みですか

償
却
資
産
の
法
定
申
告
期
限
が
過

ぎ
ま
し
た
。
ま
だ
、
申
告
し
て
い
な

く

だ
さ

い
。

圖
固
定
資
産
税
課
償
却
資
産
係

登
3
6
6
・

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
の

税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す

平

成
1
4年
４
月

か
ら
排

気
量

区

分
に
応
じ

た
税

率
に
改
正

さ
れ
、
乗
用

車
の
八

割
程
度

に
な
り
ま
す

。

な
お

、
急

激
な
負

担
増
を

緩
和
す

る
た

め
、
平

成
1
5年

度
ま
で
経
過
措
置

が
と
ら
れ

ま
す
。

団
自
動

車
税

事
務
所
課
税
課

公
0
4
3
・
2
4
3
・
2
7
2
1

期　日 会議予定 主な内容

3/  1 (t) 招集日・本会議 施政方針 一議案説明

4(月) 常任委員会 補正予算議案審査

7㈹

本会議

補正予算議案議決

8㈹

一般質問11(月)

12 固

13 ㈲
常任委員会 議案等の審査

15 廁

18(月)

予算審査特別委員会
平成14年度各会計予算議

案審査

19 ㈹

20㈲

22 廁

26 ㈹ 本会議 議案等の議決

日時…２月17日(日)午前9時50分～午後3時

会場 …市民会館

費用 …無 料

松戸市・鎌ヶ谷市の小中学校の特殊学級児童・生

徒が、表現活動を通して日ごろの学習の成果を発表

します。劇 一ミュージカル・ダンス・マジック・合

唱・合奏・和太鼓の演奏など、各学校・団体がすば

らしいステージを繰り広げます。

こども発達センター通園部の子どもたち 、青年学

級の皆さんも参J][]して市民会館の舞台を飾ります。

出演者一同、自分の力を出し切って発表しますの

で、ぜひご覧＜ださい。

圖教育委員会指導課s366 ―ﾜ458昨年の合同学芸発表会

平

成
1
4

年

度

市

営

有

料

駐

輪

場

（

定

期

使

用

申

請

）
の

公

開

抽

選

1
2月
2
0日
～

１
月
1
5日
の
間
に

募
集
し
た
有

料
駐
輪
場

の
う

ち
定
数
を
超
え
た

施
設
に
つ

い

て
、
抽
選
を
行

い
ま
す

。

日
時
・
：
２
月
８
日
(
金
)
午
後
１
時
～
３
時

会

場
…
市
役
所

本
館
三

階
安
全
課

抽
選
方
法
…
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
に
よ

る
無
作
為
抽

選抽
選
結
果
…
利

用
決
定

者
に
は
、
２
月
下

旬
に

「

結
果
通
知

書
」

と

「
定

期

使
用

カ
ー

ド
」

を

送
付
し
ま
す

。

な
お
、
抽
選

に
も
れ
た
人
に

は
、
２

月
中
旬

に
待
機
順
位
を
記
載
し

た
「
結
果
通
知
「

ガ
キ
」

だ
け
を
送
付
し
ま
す

。

匝
安
全
課
a
3
6
6・
7
4
3
9

歯
を
大
切
に

昨
年

の
朝

日

新

聞

の
夕

刊

に

、

抗
真

菌
剤

を
使
用

し
た

歯
周
病

治

療

に

関
す

る
記

事

が
掲

載

さ

れ

、

最
近

患
者

さ
ん

か
ら
質
問

さ

れ
る

こ
と

が
よ

く
あ
り

ま
す

。
今
回

は

カ

ン
ジ

ダ
菌
と
歯

周
病

の
関
係

に

つ

い
て

、
お
話
し

よ
う
と

思

い
ま

す

。
は

じ
め
に
記

事
を

お
読
み

に

な

っ
て

い
な

い
方

の
た

め
に

。
部

を
引

用
し

ま
す
。

「
簡
単

な
う

が

い
で

歯
周
病

が

治

る
、
と

の
論
文

が
歯

科
専
門

誌

最
新

号

に
発

表

さ
れ
た

。
こ

れ
ま

で
歯

磨

き
が
中
心

だ

っ
た
歯
周

病

の
新

し

い
治
療
法

と
し
て

、

開
業

歯
科

医
師

の
間
で

注
目

を
集

め
て

い
る
抗

か
び
剤
治
療
の
簡
略
版

だ
。

〈
中

略
二

幽
周
病

は
世

界
的
な
定

説

に

な

っ
て

い
る

細

菌
で

は

な

く

、

か

び
の

カ
ン
ジ

ダ
菌

が
原
因

、
と

の
新

説
を

打
ち
出

し
た

の
は
神

奈

川
県

茅

ケ
崎
市

の
河
北
正

・
歯

科

医
師

。
河

北

さ
ん
は

、
抗
か

び
剤

ア

ム
ホ

テ
リ
シ

ン
Ｂ

の
シ

ロ
ッ
プ

原
液

で

一
週
間
う

が

い
す

る
な
ど

の
治
療
を

勧
め
て

い
る
。
全
国

で

か

な
肛
多

数

の
歯

科
医

師

が
取

り

入

れ
て

い
る

。〈
中

略
〉
デ
ン

タ
ル

ダ
イ

ヤ
モ

ン

ド
誌

‥Ｈ
月
号

に
発

表

さ

れ
た
山

本

さ
ん
の
諭

文
に
よ

る

と

、
今
年

１
月

か
ら
三
百

二
十

六

人

を
調

べ
た
。
舌

や
前

歯
、
奥

歯

な

ど
口
内

六
ヵ
所

を
綿

棒
で
こ

す

っ
て

培
養

す
る
と

、
八

割
以
上

の

患
者

か
ら

カ
ン

ジ

ダ
閑

が
見

つ
か

っ
た

。

六
ヵ

所
と

も
菌

が

い
る
大

も

、

一
ヵ

所

だ

け

の
大

も

い
た

。

市
販

の
う

が

い
薬

二
十

土

二
十

ミ

リ

認

に
ア
ム
ホ

テ
リ

シ
ン
Ｂ

を
一

滴
入

れ

、
一
日

一
回

、
三
十
秒

～

一
分

間

の
う

が
い
を
す

る
と

、
八

割
以

上

は

Ｉ
、
ニ

カ
月

で
口
臭

が

箏

兀
、
甫

渮
病

が
改
善

し

た
。
う

が
い
後

の
一
分

間

の
歯
磨

き

が
従

来

の
ナ

五
分

に
匹
敵

す
る
清

掃
効

果

を
認

め
ら

れ
た
。〈
中
略

〉
河

北

さ
ん
は

『
山
本

さ

ん
の
方
法

で

治

る
の
を
事

実

。
た
だ
し

、
薄

い
薬

を
長

期
間

続
け

て
、
耐

性

菌

が
生

じ
な

い
か
心
配
』
と

話
し
て

い
る
。

〈
後

略

〉
」

と

い
う
記

事

で

す

が
、

歯

周
病
学

会

を
は
じ

め
と
し

て
多

く

の

歯
周

病

専

門
医

の
中

で

は

、

こ

の
考
え

に
疑

問
を

も
つ
向

き

が

多

数
を
し

め
て

い
ま
す

。

歯
周
病

患

に
は
多

く
の

細
菌

が

関
与

し
て

お
り

、
口

腔
常
在

菌

の

。
種
で

あ
る

カ
ン
ジ

ダ
菌

も
当

然

関
与
し

て

い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

と
り

わ
け

し

つ
こ

い
歯
肉

の
炎

症

に
は
カ

ン
ジ

ダ
菌

が
強
く

関
与
し

て

い
・
る
よ

う
で

す

の
で

ア

ム
ホ

テ

リ

シ
ン
Ｂ

剤

に
よ

る
う

が
い
は
有

効

な
場

合
も

あ
る

か
も
し

れ
ま
せ

ん
が

「
歯

周
病

の
原
因

が
カ
ン

ジ

ダ
菌
で

あ
る
」

と

い
う

結

論
に

は

い
さ
さ

か
科

学
的
な

根
拠

が
欠
け

て

い
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

か
ね
て
よ

り
特

徴
的

な
歯
肉

症

状

を
呈

す

る
カ

ン
ジ

ダ
症
と

い
う
も

の
が
存
在

し
て

い
ま
し

た

が
、

カ

ン
ジ

ダ
症

の

症
状

の
中

に

は
歯
周

病

に
似

た
歯
肉

炎
も

あ

っ
た
と

い

う
こ

と

だ
と
思

い
ま

す
。

繰
り
返

し

に
な
り
ま

す

が
、
歯

周

病
は

さ
ま

ざ
ま
な

病
因

が
関
与

し

て
お
り

、
ま

だ
ま

だ
原
因

の
究

明

が
完
全

に

な
さ

れ
て

い
る
わ
け

で

は
あ
り

ま
せ

ん

の
で

、
色

々

な

説
も
出
て

く

る
わ
け
で

す

。
今

の

と
こ

ろ

オ

ー
ル

マ
イ

テ
ィ

な
薬

物

療

法
は
無

い
と

い
う

の

が
現
状
で

す

。

（

松

戸

歯

科

医

師

会

）

今年も確定申告の時期になりました。

確定申告書等は、自分で正しく作成し早期に提出していた

だくようお願いします。

税務署や各相談会場では、自分で確定申告書等を作成する

人のために記載方法のアドバイスを行っています。

お越しの際には、使い慣れた「計算器具」や「筆記用具」・「印

鑑」などをご持参くださるようお願いします。

納税は、便利な口座振替で！

所得税と消費税（ｲ固人事業者）の納税には､ 安全で便利な口

座振替をぜひご利用＜ださい。

手続きは簡単です。税務署または金融機関の窓口にお申し出

＜ださい。なお、口座振替を利用されない人は 、銀行・郵便局

等の窓口で、所定の納付書により所得税は3 月巧日まで、消費

税は4月１日までに納税していただくことになります。

※還付金の受け取りは便利な銀行・郵便局等への口座振替で！

い
人
（
個
人
・
法
人
）

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
正
当
な
事
由

が
な
く
申
告
し
な
か
っ

た
り
、
虚
偽
の
申
告
を

し
た
場
合
は
、
過
料
等

を
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
に
対
す
る
自
動
車
税
が
、

申 告 書 は 自 分 で 書 い て 早 め に 提 出 を

（所得税等の確定申告）　圖松戸税務署e363 －11ﾜ1

税務署の駐車場は、4月下旬まで利用できません。
電車・バス等でご来署ください。

日　程　表

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
九
十
三
　
歯
周
病
と
カ
ン
ジ
ダ
菌
に
つ
い
て

市
・
県
民
税
の
申
告
期
間
は



『
赤
い
救
急
隊
（
赤
救
）
」
発
隊

消
防
車
が
救
急
出
場
－
・

消
防
局
で
は
昨
年
1
2月

「
赤

い

救
急

隊

（
赤
救

）
」

の
運
用

を

開

始
し

ま
し
た
。

こ

の
「
赤

い
救
急

隊
」
は
、
最

寄

り
の
救
急
車

が
出
場
中
に

、
そ

の
近
く
に
生
命
に
危
険

が
あ
る
よ

う

な
重
症
の
傷
病
者

が
発
生
し

た

場
合
、
現
場
に
最

も
近

い
赤

救
の

消

防
車

が
、
他
署

の
救

急
車
と
同

時
に
出
場
す

る
体
制
で
す

。

消
防
車
に
は
救
急
隊
員

の
資
格

を
持
つ
消
防
隊
員

が
乗

車
し

、
人

圖公民館a 368-1214公民館催し物

救急隊員による心肺そ生訓練

工
呼
吸
器

な
ど
の
救
急
資
器
材
を

積
載
し
て
、
一
刻
を
争
う
傷
病
者

の
も
と
に
い
ち
早
ぐ
駆
け

つ
け
、

心

肺
そ
生

な
ど
の
応
急
処
置
を
行

い
ま
す

。

こ

れ
か
ら
も
、
消
防
隊

・
救
急

隊
の
連
携
し
た
救
急
処
置
で
大
切

な
生
命
を

守
り

ま
す
。

國
消
防

局
救
急
防
災
課

公
3
6
3
・
Ｉ

上

級

救

命

講

習

会
（
応

急

手

当

の

基

本

か

ら

応

用

ま

で

）

２
月
1
7日
㈲
午
前

９
時
～
午

後
５

時

会
場
消
防
局
五

階
講

堂
　

内

容
心
肺
そ
生
法

・
止
血

法

・
搬
送
法

定
員
先
着
三

十

人
　

費
用
無
料

※
修
了
者

に
上

級
救
命
講
習
修

丁
証
を
交
付

圃
２
月
６
囗
米

・
７
日

米
午
前

８
時
3
0分
～
午
後
５
時
の
問
に
、

電
話

で
消

防
屏
救
急
防
災

課
指

導
担
当

登
3
6
3
・
1
1
1
6

へ

■矢切公民館合同音楽祭

2月17日(日)午前10時開演　内容矢切公

民館を活動拠点とするサークルの成果発

表会( 合口昌・ギター演奏など)

費用入場無料

■講演会「いいお母さんを演じないで」

2月21 日困午前10 時～正午

会場常盤平保健福祉センター（ふれあい22 内）　講師子どもの虐

待防止センター 一広岡智子氏　定員先着30 人　費用無料

ｍ電話で公民館へ

■成人講座.・講演会｢福祉の街づくりとボランティア活動｣

2 月23 日出午後1 時30 分～3 時30 分

会場五香市民センター　講師東海女子短期大学専任教員・長測晃

二氏　定員先着30 人　費用無料

圃電話で公民館へ

おはなしキャラバン定期公演
松
戸
で
は
８
時
に
な
っ
た
ら
お
は
な
し
タ
イ
ム

期 日 会　場 時　間 プログラム

2/6 團 稔台市民センター 午後3時～4時 アニメーション･ 人形劇

7㈲ 古ケ崎市民センター 午後3時～4時 アニメーション･ 人形劇

8 廊 五香市民センター 午後3時～4E玲 アニメーション･人形劇

13 圉 図書館本館 午後3時30分～4畤
紙芝居「ブレーメンの音楽隊」

人 形劇「ねこ 坊主」

14 困 矢切公民館 午後3時～4胯 アニメーション･ 人形劇

15 窗 小金市民センター 午後3時～4時 アニメーション･ 人形劇

20 圉 図書館小金分館 午後3時～3時30分
紙芝居「ブレ ーメンの音楽隊」

人形 劇「ねこ 坊主」

21 休）ハケ崎市民センター 午後3時～4時 アニメーション･ 人形劇

22 銜 小金北市民センター 午後3時～4時 アニメーション･ 人形劇

27 ㈲

常盤平児童福祉館 午前ｍ時30分～11時 絵本とミニ講座

図書館本館 午後3時30分～4時
紙芝居「ブレーメンの音楽隊」

人形 劇「ねこ 坊主」

対

象
三

～
九

歳
ぐ

ら

い
　
持
ち
物
靴
を
入
れ
る
ビ
ニ

ー
ル
袋

杤
用

無
料

※
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

＝
コ

」
き

げ
ん
な
ラ
イ

オ
ン
」
、
人
形

劇

＝

「
て

ぶ
く

ろ
」

※
図

書
館
利
用
カ

ー
ド
を
お
持
ち
に
な

れ
ば
、
本
が
借
り
ら
れ

ま
す
。

※
３
月
９
日

叫
に
森
の

ホ
ー
ル
9
1］で

「
お
は
な
し

ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す

。

圖
市
立
図
書
館

登
3
6
5
5
1
1
5

｢ ち ば 県 人 形 劇 ま つ り｣

ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ を 募 集

2年に1 回､ 千葉県内の市町村で行われ

ている人形劇のおまつりが 、今年は松戸

市で開催されます。

事前準備、当日の会場係 、写真撮影等

をしてくださるボランティアを募集しま

す。

日時…5 月25 日倒午後O 時30 分～3 時30

分、26日日 午前11 時～午後3時30 分

会場…森のホール

説明会…2月24 日日 午後1時30 分～4 時

圃2 月20 日團 〔必着〕までに、ハガ牛ま

たはファクスで氏名・連絡先( 代表者名

・住所・電話番号) ・会場係・写真撮影

係の別を記入して 、〒2｢ｱ0-0032 松戸市

新松戸北2 の11 の1ファミールハイツ3の

211　 ちば県人形劇まつリ実行委員会事

務局・藤田孝子(Rffl341-8414) へ

勤務日…毎週火～金曜日の午前9 時～午

後5時

業務内容…人形劇・紙芝居などの製作と

上演

対象…20 ～35 歳くらい、子どもとおはな

しが好きで、人形劇の上演や人形製作 。

イラスト等が得意な人

募集人員…若干名

待遇…給与時給制・賞与・交通費支給・

社会保険加入

面接日…2月23 日出午前9時30 分から

採用…4月１日

畄2 月20 日困午後5時までに、履歴書( 写

真貼付) と｢ 応募の理由(800 字程度)｣を

直接(火～土曜日の午前9時～午後5 時) ま

たは郵送で、〒270-0035松戸市新松戸

南2の2(!4膕公戸市おはなしキャラバン( 容

344-3037) へ

在
宅
介
護
の
窓
口
か
ら

第
七
回

軽
度
生
活
援
助
事
業
に
つ
い
て

圖
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
介
護

支
援
課
内
）
　瓦
一
・
7
3
4
3
　
　
　

今

回

は
軽

度
生

活

援

助

事

業
に

つ

い
て

ご

紹
介
し

ま

す

。

八

つ
つ

あ
ん

ご
隠
居
、

ご
隠

居
～

つ
！
ち

ょ
っ
と
助
け
て
く
だ
さ

い
よ
！

ご

隠

居

何
な
ん
だ

い
。
騒

が
し

い
。

八

つ
つ

あ
ん

隣
の
お
よ
ね
さ
ん
か
ら
庭

の

草
む
し
り
を
頼
ま
れ
た
ん
で
す

け
ど
ね
、
最
近

、
急
に
仕
事

が

立
て
込
ん

で
、
や
っ
て
あ
げ

る

時
間

が
な
く

な
っ
ち
ま

っ
た

ん

で
す
よ

。
か
と
い
っ
て
断

っ
た

ら
気

の
毒

だ
し
・
…

何
か

い
い

方
法
は
な

い
で
す
か
ね

。

ご

隠

居

お
よ

ね
さ
ん
は
ひ
と
り
暮
ら

し
だ
か
ら
ね
。

あ
の
人
も
今
年

で
確
か
七
十
八
歳
だ

ろ
う
…

。

そ
う
だ
、
そ
れ
な
ら

「
軽
度

生
活
援
助
事
業

」
を
利
用
し

た

ら
ど
う
だ

い
。

八

つ
つ

あ
ん

な
ん
で
す

か
い
、
そ

れ
は
？

ご

隠

居

七
十
五

歳
以

上
の
、
ひ
と
り

暮
ら
し
か
年
寄
り
同
士

の
世
帯
、

そ
れ

か
ら
介
護
保
険

で
要
支
援

・
要
介
護

の
認
定
を
受
け

て
い

る
ひ
と
韭

昜
ら
し
の
人

た
ち
が
、

在
宅

で
、
安
心
し
て
自
立
し

た

生
活
を

送
れ
る
よ
う
助
け
て
く

れ

る
の
さ
。
家
の
簡
単
な
修

繕

や
荷

物
の
移
動
、
ほ
か
に

も
草

取
り

や
窓
拭
き
な
ん
か

も
頼

め

る
そ
う
だ
よ

。

八

つ
つ

あ

ん

へ
え
１
、
そ
り

ゃ
あ
助
か
り

ま
す
ね
１
．

で
、
ど
う

や
っ
た

ら
利
用

で
き

る
ん
で
す
か

い
？
・

ご

隠

居

ま
ず
は
申

請
が
必
要

じ

ゃ
。

対
象

者
に
な
る
と
ミ
ニ
援
助
券

が
も
ら
え

る
ん
だ
よ
。

八

つ
つ

あ

ん

ふ
１

ん
。
そ
れ
で
お
代
は

い

か
ほ
ど
で
？

ご

隠

居

一
時
間

あ
た
り
百
円

じ

ゃ
。

ミ
ニ

援
助

券

一
枚

で

一
時
間

、

原

則
月

一
回
利

用

で

き

る
よ

。

頼

ん

だ
仕

事

が
終

わ

っ
た

ら
、

ミ
ニ
援
助
券

と
現
金
百
円
を
支

払
う

の
さ
。

一
回
の
利

用
時
間

が
一
時

間
を
超
え
て
し
ま

っ
た

場

合
で

も
、
二

時
間
ま

で
は

ミ

ニ
援
助
券
二
枚

を
限
度
に
利

用

で
き
る
そ
う

だ
よ
。

八

つ
つ

あ

ん

な
る
ほ
ど
！

よ
１
し
、
早

速

お
よ
ね
さ
ん
に
教
え
よ
う
。

ご

隠

居

市
逡

酊
の
窩
齢

者
備
祉
課
（
新

館

七
階
）

の
窓
口

ま
で
行

っ
て

申

請
す
れ

ば
、
そ

の
場
で

ミ
ニ

援
助
券

が
も

ら
え

る
よ

。
で

も

ま
ず
は
、
詳
し

い
内
容

や
申

請

の
仕
方
な

ど
に
つ

い
て
、
近
く

の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン

タ
ー
に

相

談
し

て
み
る
ん
だ
ね

。

八

っ
つ

あ

ん

ご
隠

居
助
か
り
ま
し
た

。
こ

れ
で
あ
っ
し

の
顔
も
立
ち
ま
す

Ｅぶ
’
―・

対
象
：

①
経
済
的
な
理
由
に
よ
兮
咼
校
（
高
等
専
門
学

校
を
含
む
）
入
学
が
困
難
な
世
帯

②
成
績
良
好
、
品
行
方
正
で
出
身
中
学
校
長
が

推
薦
し
た
健
康
な
生
徒

③
保
護
者
が
松
戸
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
一
年

以
上
登
録
さ
れ
て
い
て
、
引
き
続
き
市
内
に
居

住
し
て
い
る

薗
市
内
に
居
住
す
る
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
得

ら
れ
る
こ
と
（
理
由
に
よ
っ
て
は
市
外
居
住
者

も
可
）

貸
付
額
：
公

立
八
万
円
、
私
立
三
十
万
円
、
併

願
十
四
万
円

募
集
期
限
…
３
月
８
日
聡

※
合
格
決
定
一
則
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

圖
児
童
福
祉
課
容
3
6
6
・
7
3
4
7

生

育

状

況

を

見

な

が

ら

、

イ

モ

掘

り

が

体

験

で

き

ま

す

。

新

鮮

な

ジ

ャ

ガ

イ

モ

を

ご

家

族

で

味

わ

っ

て

み

ま

せ

ん

か
？

期

間

…

種

イ

モ

の
禁

兄
付

け
（
２

月

下

旬

）

か

ら

収

穫

（
６

月

下

旬

）

ま

で

地

叭

：
下

矢

切

区

画
：

十

平

方

メ

ー
ト

ル

眥

市

二

区

画

三

千

円
　
　
　

‐

予

想

収
穫

旱

：
十

六

キ

ロ

グ

ラ

ム
程

度

申

込

期

限
・：
２

月
1
5
口

吻

〔
必

着

〕

申

込

方

法
・：
（

ガ
キ

に

区

画

数

・
住

所

・

氏

名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
　・
電

話
番

号

を

記
入

し

て

お
申

し
込

み

く
だ

さ

い
。
案

内
書

を

送
り

ま

す

。

申
込

元
よ
T
2
7
1
1
8
5
8
8
松
戸

市

根

本
三

八
七

の
五
松

戸

市

役

所

農

政

課

内
　

松

戸

市

都

市

農

業

振

興

協

議

会

ジ

ャ

ガ
イ

モ

係

（

公
3
6
6・
7
3
2
8

）
　へ

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

ス

ポ

ー

ツ

施

設

等

が

休

業

し

ま

す

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内

ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
六
実
高
柳
老
人
福
祉

セ

ン
タ
ー

（
風
呂

の
み
）
は

、
定

期

整
備

の
た
め
次

の
期
間
は
休
業
し

ま
す
。

命
ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー
内

ス

ポ
ー

ツ
施

設

○

温

水

プ
ー
ル

２
月
2
3日

①
～
３
月
1
8日

非

命
六

実

高

柳

老
人

福
祉

セ

ン

タ

ー○

風
呂

２
月
2
3日
田
～
３
月
1
5日

窗

固

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内

ス

ポ
ー

ツ
施
設

登
3
8
5
・
７
１
０

〇
、
六
実

高
柳
老
人

福
祉
セ
ン

タ
ー

昔
3
8
6
・

おはなしキャラバン
嘱託職員を募集



人生80年時代
特

国民年金Ｑ＆Ａ

加

加
入
は
二
十
歳
か
ら

学
生
も
対
象
で
す

未
加
入
だ
と
将
来
満
額

の
老

齢

基
礎
年
金

が
受
け
ら

れ
な

か
っ
た

り
、
万
一
在
学
中

の
け

が
や
病
気

で
障
害
を
持

っ
た
と

き
、

障
宝
に
基

礎
年
金

（
表
２
）
を
受
け

ら
れ
な

く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す

。

老

齢
基
礎
年

金
は

い
く

ら
も

ら
え
る
の
？
・

老
齢
基
礎
年

金
の
場
合
、
四

十
年
保
険
料
を
払

っ
た
人
は
、

年

間
八
十
万
四
千
二
百
円
と

な
り

ま
す
（
表

２
）
。

※
免
除
期
間

の
あ

る
場

合
（
表
３
）

希
望
す
れ

ば
六
十
歳

か
ら
で

も
減

額
で
支
給
さ

れ
ま
す

。
ま
た

、
六

十
六
歳
以
降

の
支
給
開
始

は
増
額

さ
れ
ま
す

。
請
求
時

の
支

給
率
は

生
涯
変
わ
り
ま
せ

ん
（
表
４

）
。

遺
族
厚

生
年

金
（
共
済

）
と

自
分
の
国
民
年
金
と
両
方

も

基 礎年 金 一 覧表2

繰
り

上

げ
て
年

金
を
請
求

す
る
と

六
十
五
歳
ま
で

ど
ち

ら
か
一
方

し

か
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

り

ま

す

。

付

加

年

金
・
：
月

額

四

百

円

の

保

険

料

を
上

乗
せ

し

て

納

め
た

人

は

、

納

め

た

月

数

×
二

百

円

の

金

額

が

老

齢

基

礎

年

金

に
加

算

さ

れ

ま

す

（
第

一
号

被

保
険

者

の

み

）
。

寡
（

か
）
婦

年

金
・
：
老

齢

基
礎

年

金

を

受

け

る
資

格

期

間

を

満

た

し

た

夫

（
婚

姻

期

間
十

年

以

上

）

が

年

金

を
受

け

ず

に
死

亡

し
た

と

き

、

と
き

や
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
、

結
婚

・
就
職

・
退

職
な
ど
で
表
Ｉ

の
区
分

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
国

民
年

金
課
ま

た
は
支

所
へ
届

け
出

て
く
だ

さ
い
（
保
険
料
が
配
偶
者

の
年

金
制

度
か
ら
拠

出
さ
れ
て

い

る
第
三
号

被
保
険
者
も
、
届

け
出

は
必
要
で
す
）
。

国民年金は 世代と世代の支え合い

妻

が
そ

の
老

齢
基
礎
年
金
の
四

分

の
三

の
額

を
六
十
歳
か
ら
六

十
五
歳

の
間

、
受

け
ら
れ
ま
す

。

死
亡

一
時

金
二

二
年
以
上

の

保
険
料
を
納

め
た
人

が
、
年
金

を
受
け

な
い
で
死

亡
し
た
と
き

は
、
生
計
を
同

じ
く

し
て

い
た

遺
族

に
支

給
さ
れ
ま
す
。
年
金

額
は
、
保

険
料

納
付
月
数
に
よ

っ
て
、

十
二
万
円

か
ら
三
十
二

万
円

で
す

（
付

加
保
険
料
納

付

期
間
が
三
年
以
上
あ
る
場
合
は
、

さ
ら

に
八
千
五
百
円

か
加
算
）
。

た
だ
し

、
そ

の
遺
族

が
遺
族

基
礎
年
金

を
受

け
ら
れ
る
場
合

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

死
亡

一
時
金
と
寡
婦
年
金

の
両

方
は
受
け

ら
れ
ず
、
ど
ち
ら
か

一
方

の
選
択
と
な
り
ま
す
。

脱
退

一
時

金
工
（

ヵ
月
以

上

の
保

険
料

を
納
め
た
外
国
人
で

老
齢

基
礎
年
金
を
受

け
る
資
格

期
間

を
満

た
し

て

い
な

い
人

が
、
帰
国

後
二
年

以
内
に
請
求

し

た
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す

。

種　類 こんな時 給付条件 年金額(平成13年度)

老齢基礎

年金
65 歳から（原則）

保険料を納めた期間（免除期

間などを含め）が25 年以上あ

る人

80 万∠1,200円(40 年

間保険料を納めた場

合)

障害基礎

年金

病気やけがで障害

が残ったとき

保険料を納めた期間と免除の

翔罔が力[]入翔間の3分の2以上

あること

※特例として、初診日が平成

18 年3月31 日までにあると

きは、初診日の属する月の

前々月までの１年間に保険

料の滞納がなければよい

1級100 万5,300 円

2級80 万∠1,200円

子の加算(1人につき)

第1～2子

23 万1,∠E00円

第3子以降

ﾏ万ﾜ,100 円

遺族基礎

年金

生計者に先立たれ

たら(生計を維持さ

れていた子どもを

持つ妻、または子

ども)

亡くなった人が老齢基礎年金

を受けられる資格期間を満た

しているか、死亡日前の加入

期間のうち保険料を3分の2以

上納めていること

※特例として、平成18 年3月

31日以前に死亡した場合は、

死亡した日の属する月の前

前月までの１年間に保険料

の滞納がなければよい

子のある妻に支給

子が1人103 万5,600円

子が2人126 万7,000円

子が3人以上のときは、

２人の額に1人につき

ﾜ万ﾜ,100円を加算

子のみの場合に支給

子1人　80 万4,200円

子2人103 万5,600円

子3人以上のときは 、

２人の額に1人につき

ﾜ万ﾜ,100円を加算

六

十
歳
に
な
る
ま
で
に
年

金
を

受
け

る
た
め
の
資

格
期
間
を
満
た

す
こ
と

が
で
き
な

い
人

は
、
六
十

五

歳
ま

で
任

意
加
入
し

て
期
間
を

満

た
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま

た
、
年

金
額
を
増
や
す
た
め

に
加
入
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

被保険者の区分表1

自営業者・農林漁業従事者・自由業者な

どとその配偶者および学生

※自分で手続きをして、自分で保険料を

納める

●
六

十

五

歳

以

上

七

十

歳

未

満

の

人

の

任

意

加

入
（
特

例

）

昭
和
3
0年
４
月

１
日
以

前
生
ま

れ
の
人
で
、
六

十
五

歳
に
な
っ
た

と
き
老
齢

基
礎

年

金
を
受

け
る
こ

と

が
で
き

な
い
人

は
、
七

十
歳
に

な

る
ま

で
の
間

で
受

給
権
を
得
る

ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

厚生年金・共済組合に加入している人

※手続きと保険料の納付は、事業主が

行う

２０歳からみんなが加入
老齢基礎年金の計算式（平成13年度額）表3

あなたは何年間、保険
料を納めましたか？

計算式に当てはめてみ

保険料納付済月数十保険料免除月数×1/3

●年金額の計算例

国民年金のみに加入の場合 （65 熾 から受 け取る年 金額）

保険料納付34 年 （∠L08ヵ 月 ）、保険料免除６年 （「ｱ2ヵ 月」

72万3,800 円
408 ヵ 月 ＋ﾜ ２ヵ 月 ×1/3

80万4,200 円

平成14 年4 月から第３号被保険者届け出が市役所国

民年金課、支所の窓口でできなくなります。

届け出は配偶者が勤務している事業所または社会保

険事務所で行うことになります。

「将来は年金がもらえないのではないか」～こんな不安が若い世代の声と

してあります。しかし、国民年金・厚生年金・共済年金等の公的年金は、国

が破綻しない限り必ず支給されます。

病気や事故で障害が生じたときには障害年金が受けられます。また、物価

上昇によって年金の価値が目減りしないよう、その時々の物価の変動に応じ

て年金額の改定を行う「完全自動物価スライド制」も導入しています。

やがて誰にでも訪れる老後や、いつ起こるか分からない万一の時に備えて、

20歳になったら国民年金に加入しましょう。

圖国民年金課登366 ―7352

納

保
険
料
月
額
は
一
万
三
千
三
百
円

保
険

料
は
何

歳
ま
で

納
め
れ

ば

い
い
の
で
す

か
？

保

険
料

は
二

十
歳
か
ら
六
十

歳
に

な
る
ま
で
の
四
十
年
間

納

め
ま
す

。
老

齢
基
礎
年

金
を
受

け

る
た
め
に
は
こ

の
問
、
最
低
二

十
五
年

（
保
険
料
免
除
期
同
等
も

含
む
）

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
必
要

で
す
。

も
ら
え

る
年

金
額
を
増
や
す

こ
と

は
で

き
る
の
？

第
一
号
被
保
険
者
で
希
望
す

る
人

が
定

額
の
保
険
料
に
月

額
四
百
円

の
保
険
料
を
上
乗
せ
し

て
納

め
る
と
、
将
来
の
年
金
額

に

加

算
さ
れ
て
受

け
取

る
こ
と

が
で

き

る
付

加
給
付
制

度
が
あ
け
ま
す
。

※
加

算
額

は
「
給
付
」
を
参
照
し

て
く

だ
さ

い
。

帯
で

保
険
料
か
納
め
ら
れ
な

い
と

き

は
、
保

険
料
の
免
除
制
度

が
あ

り
ま
す

。

▼
４

月

か

ら

新

た

に

半

額

免

除

制
度

が
加

わ

り

ま
す

男

竹
の
全
額
免
除
制
度
に
加
え
、

４
月

か
ら
「
半
額
免
除
」
制
度

が

設
け

ら
れ
ま
す
。
半
額

免
除
制

度

は

、
収
入

認
定
基
準

が
全
額

免
除

保 険 料の 額

保険料は年齢 一所得・怛別に関係な

く全国一律です。

■定額保険料

平成13 年度 月額13,300 円

平成14 年度 月額13,300 円( 予定)

・ お得な前納制度(平成14 年度予定)

1年前納156,770 円(2,830 円お徇)

6ヵ月前納79,150 円(　650 円お得)

あなたの基礎年金番号は何番ですか

年金は、受けられる資格があっても本人の請求がなければ支給

されません。忘れず請求しましょう（請求先の窓口へ）。

国民年金基金

対　象 第1号被保険者で､国民年

金保険料を納めている人

問い肋せ千葉県国民年金基金

Mfl0120-65- ∠凵92

※
二
つ
以
上
の
制
度
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
特
別
支
給
の
退
職
共
済
年
金
は
共
済
組
合
へ
請
求
を

※
４
月
か
ら
第
３
号
被
保
険
期
間
を
含
む
裁
定
請
求
が
市
か

ら
国

（
社
会
保
険
庁
）
に
変
わ
り
ま
す
。

加入していた年金 請求する年金 請求先

国民年金にのみ加入 老齢基礎年金 国民年金課

厚生年金にのみ加入 老齢厚生年金 社会保険事務所

共済組合にのみ加入 退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が国民年金の場合

厚生年金十国民年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

享生年金十共済年金

十国民年金

・老齢厚生年金

・退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

最後に加入していた年金制度が厚生年金の場合

国民年金十厚生年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

国民年金十共済年金

十厚生年金

・老齢厚生年金

・退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

最後に加入していた年金制度が共済年金の場合

国民年金十共済年金 退職共済年金 共済組合

国民年金十厚生年金

十 共済年金

・老齢厚生年金

・退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

表4　繰り上げ・繰り下げ支給率

の
基
準
よ
り
緩
や
か
で
、
保
険
料

の
全
額
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

人

が
、
半

額
で
も
保
険
料
を
納
め
、

年

金
給

付

に

結
び

つ

け

る
た

め

の
制

度
で

す

。
年

金

額
計

算

の

際

、
半
額
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、

保

険
料

を

納

め
た

場
合

の
三

分

の
二
の

金
額
（
全
額
免

除
で
は

三

分

の
一
）
が
保
障
さ
れ
ま
す

。

が
あ
り

ま
す
。

▼
４

月
か

ら

学

生

納
付

特

例
制

度

の
対

象

を

拡
大

し

ま

す

新
た
に
夜
間
部

・
定
時
制
課
程

・
通
信
制
課
程
の
学
生

も
学
生
納

付
特
例
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

4月から、一部事務取り扱いが次のとおり変わります。

■保険料の納付先は国（社会保険庁）に変わります

保険料の納付書の発行・再発行および過誤納による保険料の還付手続きに

ついては 、国（社会保険庁）の取り扱いとなります。

平成14 年度分からの保険料は、従来のように市役所・支所の窓口では納め

られなくなりますのでご注意ください。

※口座振替の利用者は 、振替納付先が国（社会保険庁）に移行します。移行

に圉する本人の手続きは不要、国が行います。

児

童

手

当

２

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

児

童
手
当
２
月

期
分

（
1
0月
分

～

１
月

分
）
を
指

定
預
金
口
座
に

振
り

込
み
ま
す
。
２
月
1
2日

㈹
以

降
に
受

け
取

っ
て
く
だ
さ

い
。
現

況
届
未

提
出
の
人
は
、
至

急
児
童

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
①
1
3年

度
現
況
届

を
期
間

内

に
提
出
し
、
引
き
続
き
受
給
資

格

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

②
半

成
1
3年

６
月
以
降
、
新
規
に
認
定

さ
れ
た
人

児

童
手

当

の

要
件

に

該

当

す

る

人

は
申

請

し
て

く

だ

さ

い

請求時の年齢

昭和16年4 月1日以

前に生まれた人の

支給率

昭和16 年4月２日以

降に生まれた人の

支給率

繰り上げ請求

60歳 58％ ﾜO ％

旧歳 65％ 咒 ％

62熾 ﾜ2％ 82 ％

63歳 80％ 88 ％

64歳 89％ 94 ％

（原則) 65歳 100％ 100 ％

繰り下げ請求

66歳 112％ 108.4%

6ﾜ歳 126％ 116.8%

68歳 14396 125.2％

69歳 164% 133.696

ﾜO歳 旧8％ 拯2.0％

特

別

児

童

扶

養

手

当

の

要

件

に

該

当

す

る

人

は

申

請

し

て

く

だ

さ

い

家
庭
で
介
護
さ
れ
て

い
る
障
害

の
あ

る
児
童

（
二
十
歳
未
満
）

の

父
母
ま
た
は
養
育

者
に
対
し

て
特

別
児
童
扶
莟

キ
当
を
支

給
し
ま
す
。

対
象

肄
体
障
害
者
手
帳
一
級
～

三
級

・
心
臓
等

の
内
部

障
害

（
診

断
書
）
　・
知
的
障
害
者
手
帳
Ｂ

の

一
以
上

・
精
神
障
害

（
診
断

書
）

※
所
得
に
よ

る
支

給
制
限

が
あ
り

ま
す

。
詳

細
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

固

障
害

備
祉
課

登
3
6
6
・
7
3
4
8

マ

ナ

ー
で

ふ

ん

の
始

末
は

、

飼
い
主
の
責
任
で
す

固

環
境
保
全
課
環

境
衛

生
係

3
6
6
・
7
3
3
6

保
険
料
の
免

除
・
猶
予

を
申

請
す
る
に
は
ど
う
す

る
の
？

保
険
料

の
免

除
・
学
生
納
付

特

例
を
受
け

る
人

は
、
国
民

年
金
課
ま

た
は
支
所
の
窓
口
に
申

請
し

、
国

（
社
会

保
険
庁
）
で
承

認
さ

れ
る
と
申

請
し

た
月
の
前
月

か
ら

、
そ

の
年

度
末

ま
で
の
保
険

料

が
免

除
（
学
生
納
付
特
例
の
場

合
は

猶
予

）
さ
れ
ま
す
。

保 険料を 免除( 猶 予) さ れた場合

◆免除期間は年金受給資格期間および年金額に反

映されます。

ただし、学生納付特例の場合は、受給資格期間

は反映されますが、年金額には反映されません。

◆免除等を受けた人でもその後、保険料を納める

ことができるようになったときは10年以内であれ

ばさかのぼって保険料を納めることができます。

なお、追納する場合は当時の保険料に加算額が

つきます(2 年を超えた月分から)。

納める月
保険料

平成14年3月 4月 5月以降

平成13 年度分
(13 年4月～纐年
3月分)

松戸市発行の納付書を使い納めてください。

※松戸市発行の納付書は、4月30日までしか利

用できません｡納期を守って納めてください。

国（社会保険庁）発行
の納付書を使い納めて

ください。

平成14年度分以降

(14 年4月分から)
国(社会保険庁)発行の納付書を使い納めてくだ
佶い。(松戸市では納付書を発行できません)

■第3号被保険者届け出が変わります
第3号被保険者の届け出が市から国（社会保険庁）に変わります。
圖松戸社会保険事務所国民年金担当c345 ―5525､厚生年金担当昔3茹一5515

所在…松戸市新松戸1の335の2（新松戸中央病院の裏）

学

校

給

食

用

食

材

業

者

を

募

集

し

ま

す

市

の
小

・
中
学
校
学
校
給
食
に

安
全

で
良
質

な
食
材
を
安
定
的
に

納
入
で
き
る
業
者
登

暴
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
２
月
1
4日
水
～
2
8日

湘

契
約
期
間
４
月

１
日
～
平

成

1
5年

３
月
3
1日

の
う

ち
、
学
校

が

契

約
す
る
期
間

※
納
入
実

績
の
あ
る
業
者
は
、
直

接

、
希

望
す
る
学
校
に
お
問

い

合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

初

め
て

参

加

を

希
望

す

る
業

者

を
対

象

に

説

明

会

を
開

催

２
月
1
5日
蚩
午
後
２
時
か
ら

会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
ビ
ル
五
階

会

議
室

固

保
健
体

育
課
a
3
6
6・7
4
5
9

会議名 日時 会　場 傍聴定員 申し込み 問い合わせ

曳育委員会会議
2/7㈲午後2

時から

京葉ガス匚松戸ビル

5階会議室
先着10 人 当日会場で

教育委員会企画管理

室25366 ―ﾜ455

公戸市高齢者ケ
y7会議

2/8㈲午後1

時から

市役所新館ワ階大会

議室
先着万人 当日会場で

介護支援課登366-
ﾜ3ﾜ0

pヽ 年センター運

M'協議会
2/18 ㈹午後
2時から

京葉ガスＦ松戸ビル

5階会議室
先着5人 当日会場で

こども課少年センタ

―25366 ―ﾜ464

公戸市国民健癡

呆険運営協議会
2/2O0O 午後

1時から

市役所新館５階市民
サロン

先着万人
当日午後O時20 分～O時
50分の因に保険課（市

役所本館1階）で

保険課管理係容3茴
－ﾜ353

国民年金保険料等の取り扱いが変わります

皿 湿匹 万m ；

動
物
は
正
し
い
し
つ
け
と

第1 号被保険者

篩２号被價玲肴

儂９呑湊訓早洽辛

公的年金制度（国民年金・厚生年金保険・共済組合）の加入者が、共通して

受けられます。 付

基
礎
年
金
は

老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
三
つ

80万4,200円
加入可能年数×12ヵ月

一一一　-
て く だ さ い

40年　×　12ヵ月

老齢基礎年金の支給開始を６０歳以上６５歳未満の間

に繰り上げると、生涯、減額された年金を受けること

になります。また希望すれば、６６歳以後に繰り下げ

て、増額された年金を受けることもできます。

護
者
の
前
年
の
所
得

が
制
限
額
未

満
で
あ

る
こ
と
等

支
給
額

月
額

第
一
子

・
第
二
子
五
千
円
、
第
三

子
以
降
一
万

円

（
申
請
し
た
翌
月

分
か
ら
支
給
対
象
）
　

弓
苻

窓
口

児

童
福
祉
課

・
市
民
課

・
各
支
所

圖
児

童
福
祉
課
給
付
接

登
3
6
6
・
７

曹
汗
剛
小

学
校
就

学
前
の
児
童
を
養
育

し

て

い
る
こ
と
②
保

会
議
を
公
開
し
ま
す

自営業などの人が、国民年金に上乗せし、サラリ

ーマンなみの年金を受けることができる制度です。

今まで国民年金・厚生年金・共済組合などの

公的年金制度ごとに付けられていた年金番号を

共通化 （1 人 に１番号）したものを基礎年金番

号といいます。

こ れにより、公的年金の力［］人期間を通じ て、

同一の番号で記､鏝 の壑理、紆令じ 圍寸る千鑢声

や照会等や年金の裁定がより速やか

にできるようになりました。

国民年金・厚生年金・共済組合な

どに、初めて加入した人はその年金

番号が基礎年金番号となります。

集

入

第2 号被保険者に扶養されている配偶者

※自分で手続きをするがコ呆険料は配偶

者が力囗人している年金制度がまとめて

｀　払出し 、支払う

付

未来への確かな安心 国民年金

給
ら
え
ま
す
か
？

老
齢

基
礎
年

金
は
何

歳
か
ら

も
ら
え
る
の
？
・

老
齢
基
礎
年
金

の
支
給

は
六

十
五
歳

か
ら
で
す

。
た
だ
し

、

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
以
外
に
、
次
の
給
付
が
あ

け

ら
れ

る
給

付

と

は
？
・

第
一
号
被
保
険
者
と
そ
の

配
偶
者
・
遺
族
だ
け
が
受

六
十
五
歳
か
ら
は
両
方
も
ら

え
ま
す
が
、
六
十
五
歳
前
に

学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？・

学
生
で
も
二
十
歳
に
な
っ
た

ら
必
ず
加
入
し
ま
す
。

の
内
容
が
違
う
た
め
、
三
種
類
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。

被
保
険
者
の
種
類
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
方
法
や
給
付

が
、
ど
の
ぷ

つ
に
分
け
て

い
る
の
？

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
を

三
区
分
し
て
い
る
そ
う
で
す

六
十

歳
に
達
し
て

も
受
給
資

格
期
間
を
満

た
す
こ

と
が
で

き
な
か
っ
た

ら
ど
う
す

る
の
？

六
十
歳
以
上

の
人

も
任

意
加

入
で

き
ま
す

。

加
入
す

る
と
き

は
、
届
け
出

な
く
て
は
な

ら
な
い
の
？

国
民
年

金
の
加
入

は
届
け

出

制
で
す

。
二

十
歳
に
な
っ
た

学
生
に
は
、
学
生
納
付
特
例

と

い
弓
保

険
料
の
猶
予
制
度

う
し
た

ら
い
い
で

す
か
７
・

二
十
歳
の
学
生
で
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
で
す
。
ど

保

険
料
を
納

め
ら
れ
ず
困
っ

て

い
る
の
で
す

が
？

営
業
不

振
、
失

業
、
病
気
等

で
一
定
所
得
基
準
以
下

の
世



口

「

明

る

い

選

挙

習

字

」

入

選

作

品

展

示

会

２
月

７
日
米
～
1
2日
火
午
前
1
0

時
～

午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
　

会
場
ア

ー
ト

ス
ポ

ッ
ト

ま
つ
ど

（
伊
勢
丹
松
戸
店

新

館
九

階
）
　

内

容
市
内

の
小

・
中

・
高
校
生
を
対
象
に
葺
集
し

た
「
明

る
い
選
挙

習
字
」
の
入
選
作
品

の

展
示
　

啓
乕

無
料

回
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

登
3
6
6

・
7
3
8
6

ロ

カ

ロ

ー
リ

ン

グ

２

月
９
日
出
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康
福
祉
会

館

）
　

内
容
リ
（

ビ
リ
を
兼

ね
て

室
内

で
行

う
カ
ー
リ
ン

グ
に
似
た

レ
ク
リ
エ
ー
・
シ
ョ

ン
　

対
象
障
害

者
手
帳
を
持

っ
て

い
る
人

お
よ
び

そ
れ
に
準
ず
る
人
　

替
甬

無
料

圃

電
話

ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名

・
電
話

（
フ

ァ
ク
ス
）
番

号
を
記

入
し
て
、
健
康
福
祉
会
館

障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
１

＆
3
8
3
・
7
1
1
1

副
3
8
3
・
7
8
1
0

へ

星

空

観

望

会

２
月
2
3日
出
午
後
６
時

か
ら

会
場
市
民
会

館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
と
屋

上
　

内
容

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム
見
学
と
天
体
望
遠
鏡

で
土
星

・

木

星
や
星
団
を
観
望

（
雨
天

・
曇

天
の
場
合
は

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
の

み
）
　

定
員
先
着
八
十
人
　

費
用

無
料
※
団
体
（
二
十

人
以
上
）
や
体
の
不

は

田
な
人
は
ご
椰

謗
ぐ
だ
さ
い
。

圃
電
話
で
市
民
会

館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

昔
3
6
8・
1
2
3
7

へ

障

害

者

と

と

も

に

楽

し

む

コ

ン

サ

ー

ト

２
月
９
日

出
午
後
２
時

開
演

会

場
常
盤
平

市
民
セ
ン

タ
ー
　
内

容
テ
ノ

ー
ル

・
高
橋
寛

、
ソ

プ
ラ

ノ

・
高
橋
ま
り
子
ほ

か
「
み

ゅ
１

じ
館
」
に
よ

る
歌

や
ピ

ア
ノ

ー
バ

イ
オ
リ
ン
な

ど
の
演
奏
　

費
用
五

百
円

（
障
害
者
は
無
料
）

圈
障
害
者
問
題
研

究
会

松
戸
サ
ー

ク
ル

・
近
藤

登
3
8
7
・
1
6
6
7

ウ

イ

ン

タ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

２

月
1
7
日

㈲
午

後

２

時
～

４

時

会

場

森

の

ホ

ー
ル
9
1］
　
内

容

「
「

ン

ガ
リ

ー
舞

曲

第

五
番

」
、
「
「

ン

ガ
リ

ー
行

進

曲

」
、「
星

に

願

い
を

」
、

「
チ

ャ

ッ
プ

リ

ン

メ
ド

レ

ー
」
ほ

か

春
乕

無

料

讖

よ

こ

す

か

ウ
イ

ン

ド

ア
ン

サ

ン

ブ

ル

・
渋

谷

容
0
9
0・
２

４

７

８

・

荒

馬

座

公

演

「

大

地

踏

み

し

め

て

」

２
月
2
4日

㈲
午
後
４

時
開
演

会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1
　
内
容
民
族

芸
能
集
　

費
用

大

人
三

千
五
百
円
、

子

ど
も

・
障
害
者

二
（

十
五
歳
以
上

二

千
五
百
円

（
全

席
自
由
）

圜
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
青
木

容
3
8
6

･
　０
"
i
i

―
i 」Ｏ
 
^

口

朗

読

を

ぎ

く

か

い

２

月
1
3
日

衝

午
前
1
0
時

～
1
1
1
1
1
1

時

3
0分

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容
松

戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る

朗

読

「

お

に

た

の

ぼ
う

し

」

あ

ま

ん

き

み

こ

著

ほ

か
　

対

象

障
害

者

手

帳

を

持

っ

て

い

る
人

お

よ

び

そ

れ

に
淮
十
（
る
人

（
付

き

添

い

の
人

と

一

緒

の

参

加

も
可

）
　

苣

拑
無

料

圜

健
康

福

祉

会

館

障
害

者

福

祉

セ

ン

タ
１

昔
3
8
3・
7
1
1
1

囲
3
8
3・

ワ

ッ

シ

ョ

イ

シ

ョ

イ

ー・
真

冬

の

子

ど

も

祭

り

２
月

９
日
出
午
前
1
0時

～
午
後

Ｏ
時
3
0分

会

場
流
山
青
年

の
家

内

寄
苔
遊

び
・
ス
タ
ン

プ
ラ
リ

ー

・
ネ
ー
チ

ャ
ー

ゲ
ー
ム

ー
チ

ャ
レ

ラ
ン
コ
ー
ナ
ー

（
空
き
缶

積
み

・

ケ
ン
ケ
ン
三
十

片
・
紙
飛
行

覈
と

ば
し

ほ
か
）
　

対

乖
小
学
生
以

上

巷
用

無
料

圉
直
接
会
場
で

固
県
Ｉ
立
流
山
青
年
の
家

・
廣
田

昔

０
４

７
１

・
5
9・
2
0
0
4

と

も

し

び

読

書

会

２
月
2
1日
米
午
前
1
0時
～
正

午

会
場

女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
つ

ど

テ
キ

ス
ト

「
自
分

の
木

の
下

で

」

大
江

健
三
郎
著
　

眥

用
三
百
円

圃
電
話
で
沼
田

昔
3
6
1
・
0
5
5
2

へ

筑

波

山

樹

木

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ
２
月
1
6日

出
午
前

６
時
3
0分
新

松
戸
駅
前
出
発

（
午
後
６
時
3
0分

帰
着
）
　

行
き

先
筑
波

山
　

内
容

約
五
時
間
で
筑
波

山
を
登
下

降
し

な
が
ら
落
葉

・
常
緑

・
針
葉
樹
な

ど
樹
木
を
観

察

対
象
六
十
歳
未

満
の
人

定
員

先
着

十
五
人

費

用
四
千
三
百
円

（
貸
切
バ
ス

・
保

険
料

・
資
料
代
を
含

む
）

圃
電
話
で
山
遊
塾

・
永
田

昔
0
9
0
・

８
８

０
３

・
8
3
4
6

へ

借

地

借

家

の

無

料

相

談

２
月
1
2日

㈹
午
後
１
時
～

４
時

会
梛

勤
労
会
館

※
契

約
書

等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圖
松
戸
借
地
借
家
人
組
合

・
外
谷

（
と

や
）
　ｓ
3
4
5・
3
5
4
8

［

］
視

覚

障

害

者

と

の

交

流

会

２
月
2
1日

米
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
２
時

会
場

ふ
れ
あ

い
2
2（
健

康

福
祉
会
館

）
　

内
容
木
村
弓
に

よ
る
歌

と
ラ
イ
ヤ
ー
演
奏
ほ
か
と

松

戸
市

視
覚
障
害
者
協
会

・
松
戸

点

訳
会

・
松

戸
朗

読
奉
仕
会
の
交

流
会
　

対
象
視
覚
障
害
者
　

費
用

千
円

（
昼
食
代
ほ
か
）

※
身
近

に
視
覚
障
害
を
持
つ
人
が

い
た
ら
、
そ
の
人
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ

い
。

圃
２
月
1
2日

㈹
ま
で
に
、
電
話
で

松

戸
点

訳
会

・
鈴

木
－－
3
4
2
・
8
7

8
4

へ
管

楽

合

奏

は

楽

し

い

会

２
月
1
6日

出
乍
後
２
時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　

内

容
ベ
ル
ナ

ー

ル
「
嬉
遊
曲
」
ほ
か
管
楽
合
奏
曲

蓄
用

二

圭

一
百
円

釜

席
1
1由
）

固

森
川

音
3
8
4
・
6
8
2
5

小

倉

貴

久

子

・

鴨

川

華

子

ピ

ア

ノ

の

歴

史

を

た

ず

ね

て

２
月
2
4日
収
午
後
２
時
開
演

会

場
森

の
ホ
ー
ル
9
1］
　内

容
十
九

世
紀
の
ピ
ア
ノ

（
複
製
）

で
、
当

時
の
作
品
を
演
奏
し
解

説
　

費
用

二
千
円

筌

席
自
由
）

固
大
谷

登
3
6
7
・
0
9
3
9

県

立

養

護

学

校

流

山

高

等

学

園

製

品

販

売

会

２

月
2
1
日

困

・

９９
一
日

蚩

午

前
1
1
1
1

（

時

～

午

後

３

時

会

椰

衵
駅

東

口

ス

カ

イ

プ

ラ

ザ

柏

二

階

入

口
　

内

容

生

徒

が

職

業

実

習

で

作

っ

た

縫

製

品

・
手

織

製

品

・

陶

磁

器

な

ど

の

即

売

國

県

皿
養

護

学

校

流

山

高

等

学

園

昔
０

４

７

１

・
4
8
・

Ｏ

り
乙
０

０

な

ん

で

も

相

談

日

２
月
1
0日

㈲
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
３
時

会
場
西
友
常
盤
平

店

相
諒
丙

容
法
律

・
相
続

・
税

金
・

不
動
産
売
買

・
登
記

・
教
育

・
建

築
設
計

デ
ザ
イ
ン

・
社
会
保

険
・

労
働
保
険
・
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ほ
か

相
談
者
弁
護
士

・
税
理
士

・
司

法

書
士
・
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
・

一
級
建
築
士

・
上
地
家
屋
調
査
士

・
社
会
保
険
労
務
士

・
塾
講
師
ほ

か
　

春
用

無
料

固

松
戸
商
工

会
議
所

昔
3
6
4
・
3
1

1
1松

戸

市

音

楽

協

会

音

楽

祭

２
月
Ｈ
日

脚
午
後
１

時
3
0分
開

演

会
場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
　
内
容

音
楽
協
会
加
盟

の
合
唱

・
和
太

鼓

・
大
正

琴

・
バ
ン

ド
等

に
よ
る
発

表
演
奏
会
　

費
用
無
料

圖
松
戸
市
立
温

広

疂

・
田

中

容
3
9
2

・
8
0
4
7

松

戸

青

年

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

パ

ー

テ

ィ

ー

２
月
1
0日

㈲
午
後
５
時
3
0分
～

８
時
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1

費
用
千
円

（
飲
食
代
を
含
む
）

固
松
戸
青
年
社
交

ダ
ン
ス
サ

ー
ク

ル

・
大
木

公
0
9
0
・
２
４

７
３

・
3

8
2
8

（
夜
間

の
み
）

や

わ

ら

木

苑

特

別

品

バ

ザ

ー

ル２
月
1
7日

㈲
午
前
一
1
1
時
～
午
後

２

時
　
会

場
特
別

養
護
老
人

ホ
ー

ム
や
わ
ら
木

苑
（
金
ヶ
作
二
七
七
）

バ

ザ
ー
品
和
服

・
人
形

・
絵

・
花

瓶

・
服

飾
物

等

奈
物
品
の
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

和
服
、

ひ
な
人
形

（
た
だ
し
段

飾
り

や
大
型
は
不
可

）
。
・

※
今
回

は
食

器
や
雑
貨
、
古
着
等

の
通

常
の

バ

ザ

ー
品

は

ご

遠
慮
願

い
ま

す
。

固
や
わ
ら
木

苑

登
3
8
6
.
0
0
乙
１

３

日

本

脳

炎

、
Ｄ

Ｔ

第

二

期

。

及

び

ポ

目
ノ
才

の

予

防

接

種

日

本
脳
炎
は
小
学
四
年

生
と
中

学
三

年
生
で
、
Ｄ
Ｔ
第
二
期

は
小

学
六
年
生
で
、
乳
幼
児
期

の
追
加

接
種

と
し

て
受
け

ま

す

。
ま
た

、

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
左
表

の
と
お

Ｉ

実
施
し
ま
す

。
生

後
三
ヵ
月

以

上
七
歳
六
ヵ
月
未
満

で
、
二

回
飲

(表1)次の対象年齢(学年)で予診

票のない人は、申し込みをしてくだ

さい。
◆生後3ヵ月以上ﾜ歳6ヵ月未満でポ

リオを2回飲み終かっていない人
◆小学4年生以上13歳未満で、日本

脳炎第2期を受けていない人

◆小学6年生以上13歳未満で、DT

第2期を受けていない人

◆中学3年生以上掲歳未満で、日本

脳炎第3期を受けていない人

む
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す

。

対
象

者
に

は
、
す

で
に
通
知

済

み
で
す

が
、

転
入

・
紛
失
等

で
予

診
票
の
な
い
人
(
表
1
)
は
、
中

央
保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー
、
各

支
所

の
市
民

健
康
相

談
室
で
申
し

込
む

か
、
ま
た
は
（

ガ
キ
記

入
要

領
を

参
照
し
て
申
し
込

ん
で
く

だ
さ

い

（
後
且

郵
送
）
。

圖
保
健
福

祉
課
予
防
衛

生
係

昔
3
6
6

・
7
4
8
4

ハガキ記 入要領

三

療

施

術

（
は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

）

を

無

料

奉

仕２
月
1
7日
㈲
午
前
９
時
3
0分

か

ら
　

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

福

祉
会

館
）
　

内

宦

倣
戸
市
視
覚

障

害
者

協
会
会

員
に
よ

る
三
療
施
術

定
員
四
十
人

（
抽
選

）

圃
２
月
1
2日
㈹
〔
必

着
〕
ま
で
に

、

往

復
（

ガ
キ
に
希
望
施
術
を

ひ
と

つ
と
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
性
別

・
電
話
番

号

・
返
信
用

あ
て
名

を

記
入

し
て
、
一
７
ｍ
Ｊ－
2
2
1
8

松

戸
市

五
香
西
三
の
七

の
一
健

康
福

祉
会
館

障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
内

松
戸
市

視
覚
障
害
者
協
会
（

登
3
8
3

・
7
1
1
1

）
　へ

新

松

戸

あ

か

し

あ

学

童

ク

ラ

ブ

指

導

員

を

募

集

勤

務
地

新

松

戸

あ

か
し

あ

学

童

ク

ラ

ブ
　

内

脊

叙
課

後

の
児

童

の

保

育

対

象

二

十

～

四

十

歳

募

集

人

員

二

人

※
詳

細

は
面

談

圃

市

販
・

Ｕ

バ

曹

に

必

要

事

項

を
記

入

し

て

、

郵

送

で

〒
2
7
0
－
0
0
3
4

松

戸
市

新

松

戸

七

の
三

七

五
　

新

松

戸

あ

か

し

あ

宝

‐
１
ク

ラ

ブ
（

公
3
4
4・
２

１

４

占

へ

思

春
期
な

や

み
相

談

①
臨
床
心

理
士

に
よ
る
相
談

＝
２

月
2
6日
天

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

3
0分
②
錨
襌

科
（
児
童
）
医
師
に
よ

る
相

談

＝
３
月

４
日
囲
午
後
２
時
3
0分

～

４
時
3
0分

①

四
苫

も
会
場
松
戸
保
健
所

対

象
本
人

・
家
族

・
関
係
者
　

春
用

無
料
※
出
居

と

も
要
予
約

圜
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課

容
3
6
1

こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

２
月
1
6日
出
午
前
1
0時
～
午
後

３
時

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

福
祉
会
館
）
　

内

容
松
戸
市

精
神

障
害
者
家
族
会
土

曜
会
会
員

に
よ

る
相
談

（
秘
密

厳

守

）
　

対

象

「
こ

こ

ろ

の

病

」

の

人

を

抱
え

る

家

族
　

費

用

無

料※
同

日

・
同

時

問
に
電
話
で
の
相
談
を
受
け
付

け

（
相
談
室
直
通

合
3
8
3
・
５
５

５
１
）

固
ビ
オ
ラ
エ

房
・
武
井

合
3
3
1
・
6

0
1
8

（
平
日
の
午
前
９

時
～
午

後
４
時
）

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

会

員

を

募

集

毎
月
第
二

・
三

・
四
火
曜
日

午

前
1
0時
～
正
午
　

内
容
華
道

（
龍

生
派
）
　

対

象
車

内
在

住
で
六
十

歳
以
上

の
人
　

募

集
人
員
十
人

費
用
無
料

圃
電
話
で
常
盤
平

老
人
福
祉
セ
ン

タ
１

登
誣
・
0
2
0
1

へ

引

越

し

に

関

す

る

相

談

相
談
日
毎

週
月
い
卜
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５

時

圖
油
千
葉
県
ト
ラ
ッ

ク
協

会
輸
送

相

談
室

容
0
4
3
・
2
4
7
・
１
１

３

１
、

関
東
運
輸
局
千
葉

陸
運
支
局

容
0
4
3

・
2
4
2
・
7
3
3
5

ポリオ予防接種日程表

会　　場 日　時

中央保健福祉センター
2/27 冰）

受
付
時
間
午
後
１
時
Ｓ
２
時
巧分

,へ
予
診
票
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
で
す
ら

3/22R

東部市民センター 3/4 ㈲

常盤平保健福祉センター
2/25㈲

3/18㈲

常盤平市民センター
3/ 1銜

3/15廊

明市民センター 3/12W

古ヶ畸市民センター 3/  6(:水)

稔台市民センター 3/ 5W

小金原市民センター 3/13㈲

新松戸市民センター
2/28㈲

3/14(*)

小金保健福祉センター
2/26M

3/19W

馬橋市民センター 3/7 休）

六実市民センター別館 3/8 銜

二十世紀が丘市民センター 3/11㈹



こ

ど

も

料

理

教

室

「

祭

り

寿

司

を

つ

く

ろ

う

」

２
月
2
3日

出
午

前
1
0時
～
正

午

会
場
市
民
会
館

内

容
祭
り

寿
司

（
バ
ラ
の
花

）
　
対
乖
小
学
三
年

生

以
上
　

定
員
先
着
二

十
人
　

春
用

三
百

五
十
円

（
材
料
費

）

圃
２
月

５
日

㈹
午

後
１

時
か
ら

、

電
話
で

常
盤
平
児
童
福

祉
館

公
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
休

館
）
へ

川

柳

一
日
初

心
者

教

室

２
月
2
4日

⑥
正
午
～
午
後
４
時

会
場

市
民
会
館

内
容
川
柳
の
作

昨
才方

・
味

わ
い
方
　

費
用
五

自
円

圈
松
戸
川
柳
会

・
米
島

音
3
4
4
・
５

新

春

陶

芸

一

日

教

室

２
月
1
4
日

米

①

干

前

９

時
3
0
分

～

１１一
時
3
0
分

②

午
後

Ｏ

時
1
5
分

～

２

時
1
5
分

③

予

後

３

時

～

５

時

会

場

陶
松

（
市

立

病

院

裏

）
　

内

容

陶
土

で
小

さ

な

湯

の

み

な

ど

を

作

成
　

定

員

各
卜

二

人
　

春
兩

五

百

円

（
陶

土

・
焼

代

別

）

固

齟

憬

察
兪

慧

岔

・
小

堀
ｓ
3
6
8・

柏

市モ

ー
ツ

ァ

ル

ト

名

曲

コ

ン

サ

ー

ト

３
月
2
3日
田

午
後
３
時
開
演

龠
場

ア
ミ
ュ

ゼ
柏
　

出

演
ニ
ュ

ー

フ
ィ

ル
（

Ｉ

モ
ニ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト

ラ
千

葉
ほ
か
　

春
乕

三

千
五
百
円

（
全
席
指

定
）

固

柏
市
教
盲

委
員
会
文
化
課

昔
０

４
７
１

・
6
7・
1
4
9
4

初

心

者

手

あ

み

と

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

ギ

ル

ド

講

習

会

①

２

月
1
4
日

本

・
2
1
日

内

②

２

月
1
5
日

窗

・
2
2
囗

童
各

午
前
1
0
時

～
正

午

会

場

予

小
金

原

市

民

セ

ン

タ

ー
⑦
常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

手

あ

み

（
モ

ザ
イ

ク

ニ

ッ

ト

の

ベ
ス

土

、
ギ

ル

ド
（
実

用

的

手

提

げ

と

亭

・‐・
チ

）

の

い

ず

れ

か

を

選

択

霤
用

い
ず

れ

も
五

千

円
（
材

料
費

を
含

む

）

※
持

ち

物

は
お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

固

松

戸

生

活

文

化

協

会

・
安

達

昔

3
4
3
・
6
8
9
8

講

演

会
「

Ｄ

Ｖ

根

絶

を

！

」

２
月
2
2日

窗
午

後
１
時
～
４
時

会
場
さ
わ
や
か
ち

ば
県
民

プ
ラ
ザ

（
柏

也
　

内

容
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ー
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ

）
防
止

活
動
を
続
け

る
在
米
日
本

人

・
加

藤
洋
子
さ

ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

定
員
先
着
四
百
五

十
人
　

眥

拑
無

料奈
市
で

バ
ス
を
用

意
し
ま

す

（
定

員
先
着
二
十
五
人

）
。

圃
電
話
で
市
女

性
セ
ン
タ
１

昔
3
6
4

・
8
7
7
8

へ

固
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
１

昔
０
４

７
１

・
4
0・
８
６
０

り乙

流

山

市

南

こ

う

せ

つ

コ

ン

サ

ー

ト

ツ

ア

ー
2
0
0
2

3
月
1
7
日

収

午

後

５

時

開

演

会

場

流
山

市

文

化

会

館

霤
兩

五

千

円

（
全

席

指

定
）

贈

流

山
命

教

官

需

貝
会
社

会

教

育

課

昔
０

４

７

１

・
5
0
・

戸〇
Ｉ
ｏ

戸り

我

孫

子

市

東

京

ポ

ッ

プ

ス

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

「

服

部

克

久

と

夢

の

ひ

と

と

き

」

３
月
1
6日

出
午
後
６
時
3
0分

開

演

会
場
我
孫
子

市
民
会

館

曲

日
百

由

の
大
地
・
美
女
と
野
獣
ほ

か

費

用

二
千
五
百
円

（
Ｓ
指

定

日

舞

・

新

舞

踊

講

習

会

①
２
月
1
0日

㈲
・
1
2日

収
②
２

月
1
4日

米
・
2
0日

水
各
午
後
１

時

～

４
時

会
場
①

前
松
戸
市
民

セ

ン
タ
ー
②
ハ
ケ
崎
市
民
セ

ン
タ
ー

内

容

や

さ
し

い
日

舞

・

新

舞
踊

費
用

各
三
百
円

固
邦

舞
の
会

・
藤
間

昔
3
4
6
・
8
7

2
5

（
夜
間
の
み
）

冒

険

ひ

ろ

ば

「

プ

レ

ー

パ

ー

ク

つ
て

何

だ

ろ

う

」

２
月
1
6日
出
午
後
２
時

～
５
時

3
0分

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ

ー
　

内
容
元

羽
根
木

プ
レ

ー
パ
ー

ク
プ
レ
ー
リ

ー
ダ
ー
嶋
崎
仁
志

氏

に
よ
る
子
ど
も

の
遊

び
に

つ
い
て

の
話
と
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　

務
乕

五
百
円

圈
松

戸
子

ど
も
劇
場

・
青
木

昔
3
8
6

・
０
び１
１
’にａ
１４

不

登

校

問

題

を

考

え

る

東

葛

の

会

・

小

柳

恵

子

講

演

会

２
月
1
6日

出
午
後
２

時
～

４
時

会
場

女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま
っ
ど

内
容
家
族
療

法
家
の
立
場
か
ら
、

家
族
の
あ
口

方
と
不

登
校
問
題

・

ひ
き
こ
も
り
に
っ

い
て
考
え

る

善
用

五
百
円

固
奥
田

昔
3
6
2
・
3
7
3
8

膤
）
ほ
か

圖
我
孫
子

市
教
育
委

員
会
文
化
課

登
０
１ｔ
７
１

・
8
5・
１
１
ｒａ
１

野

田

市

野

田

市

パ

ブ

リ

ッ

ク

ゴ

ル

フ

昼

食

込

み

パ

ッ

ク

①

け
や
き
コ

ー
ス
＝

３
月
3
1日

㈱
ま
で
　
鷲

田
半
日
九
千
七
百
円
、

土

・
日
曜
日
、
祝
日

一
万
四
千

七

百
円②
ひ

ば
り
コ

ー
ス
＝

３
月
2
9日

原
ま
で
　

鷲

用
平
日
六
千
六
百
円

圉
電
話
で
野
田
市

パ
ブ
リ

ッ
ク
ゴ

ル
フ
場
①

昔
０
４

７
１

・
3
8・
1

1
1
3

②

昔
０
４

７
↓

・
3
8・
－

１
１
２
へ

カ
ル
シ
ウ
ム
う
ど
ん
を
作

ろ

う２
月
1
9日
天

・
2
0日

水
午
前
1
0

時
～
午

後
Ｏ

時
3
0分

会
場
市
民

会
館

内
容

骨
粗
し

ょ
ケ

症
を
予

防
す

る
カ
ル

シ
ウ
ム
入

り
う

ど
ん

作
り
　

講
師

松
戸
市
消

費
者
の
会

定
員

各
先
着
二

十
四
人
　

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン

∴
二
角

き
ん
・
ふ
き
ん

二
枚

・
密
閉

容
器
・
ビ
ニ
ー
ル
袋

巷
乕

四
百
円

（
材
料
費
）

匣
電
話
で
消

費
生
活
課

昔
3
6
6
・
7

3
2
9

へ

椎

名

誠

記

念

講

演

会

「

自

然

と

川

と

わ

た

し

」

２
月

８
日

蚩
午
後
１
時
か
ら

会
場

市
川
市
民
会
館

（
市
川
市
八

幡
四

の
二

の

匸
　

内
簟

巨
然
と

川
と
人

と
の
関
係
　

定
員
先
着
九

百
人
　

善
用

無
料

※
駐
車

場
は
あ
り

ま
せ
ん
。

圃
電
話

で
江
戸
川
を
守

る
会
本
部

事

務
局
（
市
川
市

環
境
政
策
課
内

）

登
3
2
0
・
3
9
7
6

へ

家

庭

教

育

勉

強

会

２
月
2
1日

米
午

前
1
0時
～
正

午

侖
環
市
民
会
館

内
容
テ
ー
マ
「
家

庭

教
育
の
重
要

性
」
　

春
乕

無
料

圜
松
戸
家

庭
教
育
研
究
会

・
加
藤

S
3
6
7
・
Ｉ
Ｉ

り
り
７

愛

犬

と

一

緒

の

し

つ

け

教

室

２
月
2
0日
水
午
前
1
1時
～
午
後

１
時

〔
天
候
不

良
の
場
合
は
２
月

2
7日
水
〕
　

会
場
旭
ケ
丘
第
三
公

園

（
岩
瀬
）
　

内
容
飼

い
犬
の
基

本

的
な
し
つ
け
方
法
を
実
技
指
導

定
員
先
着
十
五
組
　

曹
用

無
料

崇
見

学
は
自
由
で
す
。

匣
２
月
1
2日

㈹
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

狠
（

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番

号
、
犬
の
種
類

・
年
齢

・
性

別

返
信
用
あ
て
名

聚
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
－
0
0
8
7

松
戸
市
三
矢
小

台

五
の
三

の
一
一
川
畑
方

松
戸

ペ
ッ
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（

登
3
6
7
・

冖ｎ
）Ｏ
ｒ
Ｄ
Ｏ
び）
　へ

青
少
年
会
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

２
月
1
3日

水
午
後
１
時
3
0分
～

３
時
3
0分

会
場

肯
少
年

公
館
樋

野
口

分
館
　

対
象
十
六
歳
以
上

の

人
　

持

ち

物

運

動

着

・
上

履

き

杤
兩

無
料

匝
当
日
会

場
で

圖
青
少
年

公
館

豊
3
4
4
・
8
5
5
6

健

康

体

操

リ

ー

ダ

ー

講

習

会

３
月

２
日
・
９
日

・
1
6日

の
各

土
曜
日

〔
全
三

回
〕
午
前
1
0時
～

正
午

侖
場

運
動
公

園
体
育
館

内
寮

暴
果
体
操
の
指
導
に
必
要

な

留

意
事
項

を
は
じ
め
と
し
て
、
実

技
実

践
に
よ
る
課
題

（
作
品
）

の

習
得
　

対
象
指
導
者
を
目
指
し

て

い
る
人

、
ま
た
は
現
在
各

グ
ル

ー

プ
で
指
導
し
て

い
る
人
　

定
員
先

着
七

十
人
　

費
用

無
料

圃
２
月
1
9日

㈹
ま
で
に
、
直
接

ま

た
は
フ
ァ

ク
ス
で
住
所

・
氏
名

・

年

齢
・
電
話
番
号

・
団
体
名
を
記

入
し

て
、
ス

ポ
ー
ツ
課

（
運
動
公

園
内

）

副
3
6
9
・
4
2
5
4

へ

圜
ス

ポ
ー
ツ
課

昔
3
6
3
・
9
2
4
1

雪

に

親

し

む

会
（
ス

キ

ー

）

３
月
2
0日
伽
伊
勢
丹
松
戸
豈

圍

午
後
９
時
出
発
、
３
月
2
3日

出
午

後
９
時
帰
着
予
定
　

会
場

長
野
県

志

賀
高
原
ス
キ

ー
場

定
員
三

十

八
人

啓
甬

二
万
九
千
八
百
円
（
往

復
バ
ス
代
、
ホ
テ
ル
代
二
泊
半

、

傷
害
保
険
料
を
含
む
）

※
無
料
レ
ッ
ス
ン
、
技
能

テ
ス
ト

あ
り
（
有
料
）

圖
松
戸
市

ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋

登

3
6
2
・
1
8
0
0

（
日
曜
、

祝
日

を

除
ぐ
午
前
９
時
～
午
後
６

時
）

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

、

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

２
月
1
7日

㈲
午
前
９
時
か
ら

会
場
南
部
小
学
校
校
庭

・
体
育
館

萱

市
日
円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場

で

圖
体

育
指
導

官

貝
・
滝
沢

公
3
6
2
・

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室
２
月
1
7囗

㈲
午
前

９
時
土
正
午

会
場
新
松
戸
南
小
学

校
校
庭

費

用

百
円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会

場
で

譖
烋

罧
指
導

者

讐

香
川
a
3
4
3・

元
旦
号
言
葉
探
し
迷
路
ク
イ
ズ
の

正
解
は
「
し
ち
ふ
く
じ
ん
な
べ
」

広報まつど元旦号言葉探し迷路クイズに多

数のご応募ありがとうございました。

正解668 通(応募総数706 通) の中から抽選で

Ａ～Ｆの各賞と記念品をお送りしました。

当選者の発表は、賞品の発送をもって代え

させていただきます。

固広報課0366-7320

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室

２
月
1
7日

㈲
・
2
4日

㈲
各

午
前

９
時
～
正

午

会
場

咼
木
第
二
小

学
校
体
育
館
　

対
象
地
域
住
民

費

用
百
円

（
保
険
料
）

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
も

実
施
し
ま
す
。

※
初
心
者

・
家
族
で
の
参
加
歓
迎

圃
当
日
会
場
で

固

体
育

指
道
萎

員

・
谷
畑

昔
3
8
5
・

フ

ァ

ミ

リ

ー

ス

ポ

ー
ツ

教

室

２
月
1
7日

⑥
午
前
９

時
～
正
午

会
場

新
松

戸
西
小

学
校
体
育
館

内
容
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
ソ
フ
ト

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
　

費
用

百
円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

団

体
育
指
導

當

貝
・
八
木

昔
3
4
8
・

パソコン講座のお知らせ

会場松戸職業訓練センター

(テクノ21） 時間午前9時30 分～午後4時30 分　対象求職者

費用無料（テキスト代実費）

軽

ス

ポ

ー

ツ

教

室

２
月
1
7日

㈲
午
前
９
時
～
正

午

会
場
常
盤
平
第
一
小

学
校
　

種
目

ソ
フ
ト

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ

リ

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　

費
用
百
円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場

で

固
体
育
指
滋
萎

員

ふ
（
戸

昔
3
8
9
・

手

具

体

操

体

験

教

室

２

月
2
1
日

水

・
2
8
日

本

各

午

後

４

時

～
５

時
（
小

学

二
年

生

ま

で
）
、

各

午
後

５

時
～

６

時

（
小

学

三

～

五

年

生

）
　

侖
瑁

胥

少
年

会

館

体

育

室

対

象

今
春

四

月

に

就

学

す

る

児

童

～

小

学

五

年

生

の

女

子

曹
用

一
回

五

百

円

圃

当
日

会

場

で

固
リ
ボ
ン
ク

ラ
ブ

‘
片
山

公
3
4
2
・
0
5

4
7

講 座名 期　日 定 員

初めての

パソコンコース

03/im ・12 ㈲・13 冰)

吝20人

03/14 休)・15 銜 ・16 ①

パソコン

活用コース

03/6 圉 ・7困 ・8 ㈲

03/181B) ・19 ㈹・20(水)

03/27 圉 ・28 ㈲・29 銜

圃 「パソコン操作」は求職受付票を持って2 月12

日㈲午前9 時から 、「IT学習」は2 月 循日㈲午前9 時

から､ 直接松戸職業訓練センター（小金原1 の19 の

3､a3 ∠~  3200) 窓口 で受け付け（|丁学習は電話

での申し込みも可）。

※受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選

定員…各回20人　　費用…無料

03/ 2 圉午前9時30 分～午後O時

30分・午後1時30 分～43t30 分

03/ 4( 月)午後6時～9㈲

03/ 6 ㈲午後6時～9時

03/10 日午前9時30 分～午後O時

30分・午後1時30 分～4時30分

03/11CB) 午後6時～9畤

03/15R 午後6時～9畤

03/17Q 日)午前9時30 分～午後O時

30分・午後1時30分～4時30分

03/18 回午後6時～9畤

パソコン操作修得コース

|丁学 習 支援 コ ー ス

(パソコンを使用しての自主学習



シリーズ第14 回の紹介は新作・斎藤さん

宅の「アカガシ」です。

アカガシは本州（宮城・新潟県以西）、四

国、九州に分布しています。

常緑高木で高さは25m ぐらいになります。

葉は、長さﾜ ～20cm の長楕円形です。

5月ごろに、白い小さな花をつけ 、実（ど

んぐリバま秋に成熟します。

アカガシは木の中でも非常に堅く粘りが

あることから 、昔は牛車や馬車の車輪、大

八車、拍子木などの材料として利用されて

いたそうです。

斎藤さん宅の「アカガシ」は、樹高韵20

m 、幹周り約2.8 m、樹齢は200 年ぐらいで

はないかとのことです。

敷地内には2本の大木がありましたが､こ

の内1 本は戦時中に切り出され牛車の材料

として利用されたそうです。

緑も濃く元気ですが周辺の緑も少なくな

り 、以前より枝枯れが多＜なっていること

が、気がかりとのことです。

21世紀の森と広場パークセンター催し

物
行　事　名 日　時 講　師 定員/費用

園芸教室

｢春のガーデニング作業｣

2/23 土)

午後1時30分～3時

みどりの相談員・青

島尚祐氏
45人/無料

みどりの講習会

「やさしい盆栽入門」

2/24(Eﾖ)

午後1時30分

～3B330分

日本盆栽協会松戸支

部長・真鵈誠一氏

30 人/

2,000円

世界平和都市宣言事業
～春休み親子平和人形劇～

日時…3 月23 日出午後2 時～3 時30 分

会場…市民劇場

内容…人形劇「てぶくろ」、アニメーション「まほ

うつかいのノナぱあさん」ほか

定員…当日先着260 人（事前の申し込みは不要）

費用…無料

※当日、会場で平和図書の貸し出しを行います。

図書カードをお持ちください。

圜総務企画本部総務課登366- 「7305

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレ ホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待 機病院 バ木日在宅

当直医 、夜間急病診療所川木日土疆日夜

間歯科診療所等) を案内しています]

… …S366-0010

平 日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所… … 容368-3756

衛 生会館内　 毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……S365-3430

衛生 会館内　 午後8 ㈲～11 時

日

本
代
表
選
手
の

一
人
と
し

て
出

場
す
る
。

竹
内
さ
ん

が
ス

ケ
ー
ト
を
始

め

た
の
は
四
歳

の
時

。
き

っ
か
け
と

な

っ
た

の
は
彼

が
そ

れ
ま
で
や
っ

て

い
た
サ
ッ

カ
ー
で

あ
っ
た

。

竹
内
さ
ん

は
、
四

歳
の
時
に
静

岡

か

ら

新
松

戸

に

越

し

て

き

た

が
、
近
所
に

は
幼
児
向

け
の
サ
ッ

カ

ー
教
室
な

ど
は

な
か
っ
た
。
と

こ

ろ
が
あ
る
日
、

た
ま

た
ま
自
宅

近
く
の
ス

ケ
ー
ト
リ

ン
ク
で
、
幼

児

教
室
の
氷
上

サ
ッ

カ
ー
を

や
っ

て

い
る
の
を
目

に
し
た
竹
内
さ

ん

は
、

サ
ッ
カ
ー
を
や
り
た

い

丁
心

で
ス

ケ
ー
ト
靴
を
履

い
た

。

そ

の
後
、
現
在
ま
で
師
弟
関

係

が
続
く

無
良
隆
志
コ

ー
チ
と
出
会

い
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト

の
個

人

レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
り
、
気

が
付

い
た
ら
試
合
に
出
て

い
た

と
い
う

竹
内

さ
ん
だ

が
、
中

学
生

の
時
に

は
全
国

中
学
校

フ
ィ

ギ
ュ

ア
ス
ケ

ー
ト

大
会
で
二

年
連
続
優

勝
。
ま

ソ

ル

ト

レ

ー

ク

シ

テ

ィ

ー

冬

季

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

開

幕

ま

で

、

あ

と

四

日

。

フ

ィ

ギ
ュ

ア

ス

ケ

ー

ト

男

子

シ

ン

グ

ル

に

、

法

政

大

学

の

竹
内

洋

輔

さ

ん
（
2
2
）
が

ソルトレークでも披露されるフリー

演技「ターザン」の一場面

写真＝読売新聞社提供

た
、
平

成
1
0年
に
は
世
界

ジ
ュ

ニ

ア
選
手
権
で
第
三
位
に
な
る
な
ど
、

め
き
め
き
と
そ
の
頭

角
を
現
し

て

き
た
。
週
五
日
に
及
ぶ
フ
ィ

ギ
ュ
ア
の

レ
ッ
ス
ン
と
、
年
に
数
回

の
試
合

を
こ

な
す

一
方

、
「
心

に
余

裕

を

持
つ
た
め
、
狭

い
視

野
で

は
い
た

く

な

い
」
と
、
高
校

時
代

か
ら
仲

間
と

バ
ン
ド
活
動
を
続
け
て
い
る
。

そ
う

い
う

マ
ル
チ
な

ス
タ
イ

ル

が
幸

い
し
、
レ

ッ
ス
ン
が
厳
し

く
、

く
じ
け
そ
う
に
な

っ
て
も
精
神
的

に
追

い
込
ま
れ

る
こ
と

な
く

続
け

て
こ
れ
た
の
だ
と

い
う

。

そ

し
て

、

つ

い
に

昨
年
1
2月

、

全
日
本
フ
ィ

ギ
ュ

ア
選
手

権
で
優

勝
し
た
こ
と
で
、
竹
内

さ
ん
は
ソ

ル
ト
レ

ー
ク
ヘ
の
出
場

権
を
手
に

入
れ
た
。

「
フ
ィ

ギ
ュ

ア
は
他
人

に
採
点

し
て
も
ら
う
競

技
で
す
か
ら
、
順

位
の
目
標
と

い
う

の
は
あ
ま
り
ピ

ン
と
き
ま
せ

ん
。
と
に
か
く
、
自

分
が
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
練
習

の
成

果
を

す

べ
て
出

し

切

っ
て
、

ソルトレークシティー冬季五輪の

フィギュア代表に選ばれた

竹内　洋輔さん

森のホール２１チケットガイド

期日 内　容 会場 開演㈲問 料 金

2/26

㈹

公共ホールネットワーク

｢ 森のホール21 国際音楽祭｣

世界的に活躍するハープの吉野直子

を音楽監督に、ウィーンフィルのシュ

ルツほか豪華な顔ぶれ。モーツァルト

フルート四重奏曲、ドビュッシー/フ ル

ード ヴィオラとハープのためのソナ

タ ほか

小ホール
午後ﾜ畤

★

全席指定3,000円

学生　　1,500円

ぴあ・ローソン・
ＣＮ・ｅ＋

3/24

(日)

歌舞伎フォーラム｢かぶきはともだち｣

歌舞伎の衣装や仕掛け、約束事など
を歌舞伎役者白身がやさしく解説。

｢義士外伝　大石東下り｣丁蓮如上人吉
崎御坊　肉付の面｣、｢歌舞伎の大道具｣

小ホール
午後∠1時

★

全席指定3,000円

学生　　1,500円

ぴあ・ローソン・
ｅ十

4/27

㈹

トルヴェール・クっルテット
「結成15周年記念公演」

須川脛也を中心に幅広く活躍するサ
クソフォン・クヮルテット。クラシッ

クからポピュラーまで多彩な内容。
ヴィヴアルディ／「四季」より、ビゼー

/カルメン・ラプソディー、ロジャース

/My 卜avorite Things ほか

大ホール
午後2時

★

全席指定4,000円
学生　　2,000円

ぴあ・ローソン・

ＣＮ・ｅ十

※会場は、いずれも森のホール21 です。

※★印には、託児サービス（有料・予約制）があります。

詳細はお問い合わせください。
※学生割引は、森のホール21 チケットセンターのみ取り扱います。

や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
だ
け
で
す
。

順
位
と

い
う

の
は
後
か
ら
つ

い
て

く

る
も

の
で
す

か
ら
」

と
そ
の
雄

志

を
話

す
竹
内

さ

ん
は
、

今
日

、

２
月
５
日
に

ソ
ル
ト
レ
ー
ク

ヘ
向

け
て
出
発
す

る
。
競
技
が
行

わ
れ

る
の
は

２
月
1
2日

と
1
4日

（
日
本

の
日
付
で
は
1
3日

と
1
5旦

。

ぜ
ひ
と

も
す

ば
ら
し

い
演
技
で

銀

盤
を
翔
け

、
世
界
を
魅
丁

歹
る

こ
と
を
期
待
し

た

い
。
薪

松

戸
在
住
）

～結婚まであとチョット新婚ホヤホヤ講座～

日　時 内　容

3/2①午後1時30分

～3時50分

(受け付け午後1時

30分～40分)

｢安心して妊娠を迎える為に｣

講師藤縄産婦人科医院医師・村

山和代氏

｢日頃の健康管理・健康情報など｣

講師保健福祉課保健婦

テーマ幸せな家庭づ＜リのために、もっと蚶

ろうお互いの体のこと、夫婦のこと　対象未婚

または新婚の男女（お1 人でも参加歓迎）　会場

中央保健福祉センター　費用無料

圃3 月１日廊までに、電話で小金保健福祉センタ

―q346  ― 5601 へ

松 戸 市 外 国 人

ト ー ク フ ェ ス ト

市内に在住するﾀﾄ国人による市民懇話会（卜

－クフェスド）を開催し ます。

2月1ワ日剛午後1 時～4 時 会場女性センタ

一ゆうまつど　傍聴先着20 人　費用無料

圃２月14 日困までに、電話で釉松戸市国際

交流協会e366-ﾜ310 へ

畄午前9時～午後5時の間に、電話でパークセンターS345-8900 へ（先着順）

圖森のホール21チケットセンターS384-333（午前10時～午後7時　月曜休館）

httｐ://ｗｗｗ.morinohalJ21. ｃｏｍ

｢衛生会館所在･･･竹ヶ 花45 の53｣

シリーズ第14 回　アカガシ

櫚みどりと花の課£f366―7378

巨樹と古木をたずねて 銀
盤
に
翔
け
る
雄
志


